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社
會
の
經
濟
的
®
步
の
爲
め
に
、
生
產
は
絕
へ
す
必
然
的.に
增
進
す
み
傾
向
を
有
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
生
產
の
增 

進
は
技
術
上
勞
慟
生
產
ガ
墙
大
の
結
果
で
あt
生
齑
挟
術
の
改
&
進
步
は
勞
働
の
生
齑
カ
の
增
大
を
實
現
す
る
。
 

即
ち
、
生
產
に
投
せ
ら
る
 

'一
定
鸷
の
勢
働
に
對
し
て
、
；
生

^
技
術
.の
進
麥
は
常
に
生
康
の
効
果
を
增
大
す
る

o

又
，
 

其
れ
は
單
位
生
產
物0
生
産
に
必
喪
な
る
勞
爾
の
觀
蛛
を
減
少
唞
も
ご̂
で
あ
る
。
斯
ぐ
勞
働
の
生
產
力
を
增
進
せ 

し
む
る
爲
办
に
は
ニ
，つ
の
逛
が
可
能
で
あ
る°「
つ
は
生
產
の
物
g
¥
«を
中
心
ビ
し
、
他
は
其
の
人
的
要
素
即
ち 

人
！

1.

の
勞
働
を
中
心
ど
す
る
も
の
で
赵
る
。
生it
の
物
的
：®.
素
を
中
*
ビ
す
を
限
々
、‘勞
働
の
生
產
力
は
機
械
の
，利 

用

其̂
れ
に
依
っ
て
可
能
に
：せ
ら
れ_
る
分
業
の
發
達
<
に
.依
っ
て
#
大
す
る
.。
.而
し
て
生
產
の
人
的
醫
を
中
心
：
 

S
す
る
限
り
、
其
れ.は
、作
業
の
合
铿
化t
作
業
に
於
て
勞
働
者.咚
心
鋒
に
歡
響
'を
有
ず
.る
，物
的
條
#
の
改
a
ビ
に
依
. 

っ
て
行
は
れ
得
も
°
如
ち
先
づ
勞
働
者
の
作
業.か
ら「

切
の
無
駄
を
猶
气
作
業
を
容
易
化
し
、
斯
く
て
勞
働
に
於 

て
費
さ
れ
る
人
间
の
努
力̂

®使VJ

を
合
理
的
に
最
小
の«g
幽
に
減
少
せ
ん
こ
ど
をS
的
ビ
し
、
页
に
機
械
器
具
及 

び
其
の
恤
の
設
備
を
レ
で
勞
慨
者
の
作
業
を
容
易̂ら
し
む
る
«
に
變
形
改
良
し
"
或
は
作
業
外
境
一
般
を
し
て
勞 

働
者
の
.*.
-身
に
.惡
影
響
を
‘及
ぼ
す
こ
ビ
な
き
樣
改a
t
:るが
如
：ぎ
之
れ
で
あ
る
。
機
械
の
利
用
は
人
間
の
勞
働
力
を

I
r
i
i
l
f 

E
l
,
v
“

，

v.
-
a
^
k
^
l

&:
;,
'-

き 、， 頸

.
I
す

る

pabcr-saving 

B
l
i
n
d
e
r
s

こ

き

甚

だ

大

节

あ

る

が

、

作

業

の

：
合

理

化

も

亦

勞

働

力

を

節

約

す

る
 

CLabovsav

B'g device
)

こ 

S 太
せ

'あ N50

乂 

.
+
八
世
紀
0
後
半
に
於
て
_

の
^

が̂
發
明
ぜ
ら
れ
セ
ょ
ク
、
機
槭
の
刹
用
：は
生§

程
を
備
大
變
班
し
、
技 

■.
^

■
^
A
^
^
^
^
^
^
^
M
^
^
J
^
^
c
^
o
b
^

。
斯
く
て
現
代
に
：至
る
エ
谣
生
康.は
機
槭
0
利
用
に
其
：の 

徵
を
有
し
、機
械
.を
，中
心
ビ
す
る
，生
產
の
物
的
耍
素

.を
合
理
化
：し
、
以
：て
勞
働
め

41
麋
ヵ
を
し
て
翁 

、
迄
猶
犬
せ
し
め
.た
る
歌
は®
廣̂
ィ
知
ら
れ
て
ゐ
.る
所
で.あ
るO

然
.か
も
今3
の
±)

場
生
_
に
於
て
ば̂
に
：
ー
身
を 

:パ
ぐ
；
進
め
て
勢
働
者
の
行
ふ
作
業
の
：合
理
化
が
著
々
實
施

.せ
ら
る
：
>
に
逛
り
、
機
減
の
：利
用
を

#
徵
ビ
す
る
：エ
場
生
產
は 

今
や
钕
術.上
機
槭
時
代

J

を
脱
，湖
し
つ
、
あ
る
の
郷
が
あ

：：

る
.々
C1
)
作
業
の
合_
化
は
生
*
%
»
の
見
驰
に
於
て
勞

« 

力
を
節
約
す
‘る一」

ビ
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
其
れ
は
.ヌ
同
畤̂
文
化
生
活
0
^
地
に
.於
て
に̂

機

«
生
產
が
#
« 

:
者
に
風
.へ
た
る
諸
¥
の
心
a
的
影
.響g

に
|«
す
る
吾
々
の
考
腐
一
に
對
し
て
適
當
な.る
心
：理
學
.的
根
基
を
^
す
る
'で
あ 

1

0
而
b
す
斯
< の
如
き
方
面
を
袋
す
る
もs

1

う
は
斜
學
的
管
理
法
でt
、：.他
は
象
業
論
學%

で
あ 

/
科
辱
0
管
理
沒
は
#
世
紀
八
十
年
代
に
於
て
エ
場
生
產
の
實
際
か
ら
米
人

F._ W.. Taylor

に
衣
つ
.て
其
Q
S 

一
本
的
旅
理
.ヵ
發
見
せ
ら
れ
た.る
，時
に
#
ず
る
0
而
し
て
科
學
的
管
a
法
：の
歲
ff
l
が4.

般
に
總
括
.ぜ
ら
.れ
、
是
れ
が
_ 

系
的
に
«
立
せ
ら
.れ
た
の
は
彼
が
初
め
て
其
の
：
.

「

エ
場
管
理
，論
.：

」

を
公
表
し
た
.

f
九
_0

コ
一
年
で
あ
る
。
此0
間

及

び
 

'其
後
"
彼
及
.び
：彼
の
.
1«
の
入
々
1

働
者
0
作
業
の
食
際
：に
就
い
て
賺
の
實
驗

€
蒙

_
硏
輿I
重
ね
.，* 

■0
結
粜
に
基
い
て
勞
働
を
中
心
ご
す
る
生
康
方
法0
合
趣
化
に
關
ず
る
：新
方
：面
を

.開
祐
^
、
生
：產
增.進
.に
關
す
：る
满 

^

ぐ
べ
き
結
果.を
齎3

た
。
是
れ(̂
對
し
セ
廑
業
心
理
學
0
發
達
^

ミ̂
後
れ
：ヤ
ゐ
^

°
蓋
(>
*
理
學
：は
前̂

飨
ご
屮
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科學的朁理法

m

'

ニ
八

紀
I

s

於
て
漸
く
從
前

0
哲
學
的
思
辨

S

域
か
、
I

放
I
れ

1

的
表
尕
翁
し
て
個
人
差
の
I

な

る

硏f

 

I
能
な
'

£
め

-た

る
：精

神

物

理

學

或

S

驗
I

學
の
勃
興
に
至
.

り
，1

般
に
實
際
I

I

す
I

用
S

礎

が

與

(

高

斯
く
て
現
世
紀
初
頭
以
憲
用
|

擧
の
譲
を
見

る

に
0 
P
、

經

濟

生

洁

に
.響

‘
る

心

理

學

應

用

の

道

は

拓

か

；
れ
：
た

の

で

あ

る

o
而し

：；

で

作

業の
合

i
tに
，，1
1
.る
vl>

理
學
の
«
,用
は
其
のI 

'部
を
な
し
，
心
理
學
者
f

に

售

て

V
氣
に
.斜
學
的
管
理
法
：の
*
.際
に
も
促
さ
れ
て
？
 

t
/2
.

,
斯
く
の
勿
く
極
ぐ
最
近
路
に
發
M
し
來
り
し
斜
學
的
管
理
.法
：

v

產
業
心
理
學v

は
"
*

前
者
は
素
機
種
技
師
に
衣
つ 

て
*
礎
^
け
ら
れ
、
後
者
は
將
に
'心
理
學
考
に
依
つ
て
基
礎
付
け
、b
れ
ん
す
る
も
；の
'で
あ
る
が
、

化
の
矿
デ
(£
し
て
は
疋
に
同一.

視
せ
ら
る
べ
：き
も
の
0
如
ぐ
で
あ
る
0
H
w
y
a
r

は
本
來
險
質
的
浪
費
に
關
す
る
ょ
り 

は
パ
f

#
物
質
的
浪
费
即
ち
人
問
の
努
カ
に
關
す
.る
浪
费
の
如
何
に
®

^
 

⑴
然
か
も
斜 

學
的
管
_

は
勞
働
] *
の
合
理
翦
用
に
於
I

經
濟
學
着
究(

即

ち

失

籠

■

霊

)

に
及
ぶ
の
み
な
ら
1
 

又
康
業
上
の
一
切
の
問
®

i

す

る

馨

管

科

學

的

硏

究

S

い
て
其
の
最
善
の
解
決
を
求
め
、
I

而
の
浪
費 

を
除
奪
ん
こ
I

企
圖
ず
る
が
故
に
、
S

I

S

業
心
_

に
比
し
I

か
.に
廣
沉
f

醤

を

有

し

、
從
つ 

て
兩
者
を
直
ち
に
同1

祖
す
る
こ
5

素
ょ
#

さ
る
：べ
き
所
で
は
な
い
。
皋
し
て
然
I

產
I

理
學
は
科
學
的 

管
理
S

に
包
合
せ
ら
れ
て
.、
猶
か
に
其
の
一
雜
種
の
範
圍
に
自
己
0
硏
究
任
務
の完

：：

成
を
期
す
、ベ
き
も
の
で
あ
る 

か
.。
或
は
又
產
零
8

學
は
科
學
的
管
理
法
か
ら
離
れ
て
獨
自
の
體
系
を
有
し
#

る
か
。
是
等
の
勒
を
霊
せ
ん
が 

@
 

 ̂

0 

0
,
f 
6
§
M
.

§ 
s

 
の
功
f

 
之「

に
對
す 

n

、

淹
業
心
理
學
の
根
本
的
立
場
,

o

を
明
か
に
し
度
い
.ど
B

ふ

A
6
e
 ̂

• 

I
I
I 

L
f 

•

.

.
I 

- 

/ 

• 

X 

』

Jy
 

n
n
.
> 

 ̂

r
. 

fi 

/
V 

o
c 

<

德

s

盤

I

I

I
沒
今
？

出
？

念
餘
地
t
 

I

 

I

I
 

9
崖

裏

f

、
I

働
i

l

 

c
n
本
馨
s

謹

、
經
嚣
論
集
5
 
&

翁

?
M

ょ

り
晋iK

ふ
鹿
S

輩
は
今
尙
I

然
i

系
付
け
ら
れ
て
i
估
ら
0 

の̂

厅

f
 

I
 

_

る
の
み
な
ら
f
、

.

1
、

ぬ

i

硏
デ
I

S

I
反
つ
て
多
く
廣
狹
の
_

ミ

u

 

f

 

I

 
馨

心
I

、
篇

$

、
人
間
s

、

g

m

l

至
炙
_
の
鹿
業
I

s
に
從
つ
5

業
心
现
學
な
る
名
稱
翕
げ
た
る
に
過
ぎ
な
'い 

•

? ) F. w:. TayJor, :
p
f

 ues of scieB# M
a
n
f

 

s
v I
, 
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L

上
の
重
s

る
_

例

へ

ば

最

大

生

農

の

，低
減
、
I

f

.

f

l

爲
め
こ
ァ
^

^

3 '
0

支
!
"
ひ

論

の

減

少"

產
樂
の
平
和
等
產
業
界
の
有
I

問
題
の
最
善
の
解
决
を
：
 

丄
の
行
爲
を
规
定
す
べ
き
ニ
定
の
鐘
に
f

も 

/

則
“

墨

蓮

 

f

 

I

f

l

f

I

^

i

u

r

r

oコ
I

 

l

a

を
挪
斤
し
I

產

驗

S

I

勞
|

の
判
斷
に
依
賴
^

こ
:

S

に
先
つ
I

に
對
す
I

學
的
I

I

求
す
る
。
其
れ
はi

人
の
有
能
I

經
營
者
J

 

I
 

,

る
ょ
り
も
I

的
智
識
に
f

管
理
上
1

8

の
實
现
を
要
求
す
る
'。
斯
^
^
^
^

H

饴

(
一

三
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九
}?0

科
學
的
锪
瑰
法
W
-B
梁
心
魂
學
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十

號
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科
學
购
#

理
法
V
V產
槳
心
那
•學 

幣

十

號 

ー
ニ

0

樂
±

の
潇
問
題
の
舰
察
に
德
す
る
限
り
.
.疋
に
一
.個
の
科
學
.で
あ
：6

、
而
し
て
是
等
0

諸
硏
究
0

結
架
の
適
當
な
る
應 

用
^

關
す
る
限
☆

管
理
で
あ
つ
て
他
め
何
物
で
も
な
い
ゼ
稱
せ
ら
れ
る
。
(0
: x

a
y

o
r

に「

従

、
へ
：

ば
：：「

最

善

の

犛

纯

去
i

眞
め
斜
學
で
あ
り
、
其
れ
は
明
確
に
定
義
せ
，ら
れ
.
た
る
雜
法
則
諸
親
則
.及

び

諸

：原

理

：％
.
基

磯

ミ

し

て

此

れ

に

甚

く

も 

の
で
あ
る
。」

气

T
a
y
o
r

は
靡
主
，

Q

利
益V」

被
傭
者
の
利
益
ビ

が
相
皮
す
る
も
の
に
非
ず
S

S

ふ
故
本
觀
念
.に
出
發
し
て
、
管
理
の 

主
要
0

的
を
以
て「

各
被
1 »

者
ボ
對
す
る
最
大
の
繁
榮
ど
共
に
道
主
：に
對
す
る
最
太
：' 0
繁
榮
を
獲
©

す
る」

に
あ
ぅ
ど 

な
し
、
，或
：は
勞
働
费
用
の
減
少
ヒ
高
き
賃
銀
.の
支
拂
ひ
^'

を
同
時
に
：可
能
な
：ら
し
む
る
に
あ
ト
ビ
見
敌
し
t2
°

Tn

し 

:

て
此
の
目
的
は
單
に
勞
働
の
最
大
生
產
カ
發
挪
の
結
果
^

し
て
の
み
實
現
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
め
る
0 

g

廣
く
の
如 

:
:
:
|き

見

解

に

，出

發

す

る

科

學

的

管

理

法

が

從

來

.の
管
理
■法v

異

な

れ

：る

點

は
> 

第

1

に
は
#

働
の
最
大
生
產
力
を
#
ん 

:

が
爲
め
に
爲
す
作
業
’の
合
理
化
に
關
す
る
科
學
的
硏
究
を
组
含
す
る
.こ
^

で
あ
る
。
即
ち
其
の
一
っ
は
時
問
硏
梵
芳 

.

し
ぐ
は
動
作
硏
究
ど
し
て
知
ら
る
、、
所
で
あ
办
、
他
は
勞
働
者
の
作
業
を
し
て
吏
に
有
効
0

も
の
た
ら
し
め
ん
が
爲 

め
の
作
業
耍
具
及
び
其
の
他
の
設
«

の
.變
派
改
良
で
あ
る
。
31
に
第
ニ
は
エ
場
に
於
け
る
勞
働
者
全
員
の
其
の
仕
事 

に
對
す
る
精
神
的
態
度
並
に
彼
等
の
歷
主
に
對
す
る
精
神
的
魅
度
の
變
化
を
包
含
す
る
た
而
し
て
此
の
勞
働
者
の
精
：
 

:

:

:■
:
:
神
的
態
度
の
變
化
は
、
科
學
的
管
理
の
下
に
於
て
は
彼
等
の
行
ふ
0

:

誠
に
協
力
す
る
こ
ど
に
依
っ
て
得
る
利
益
の
如
何
に
大
な
る
‘
か

を

示

す

實

物

敎

：訓

に

.依
っ
：て
徐
々
に
達
し
得
ら
れ
る 

も
の
で
あ
る
0

S

以
上
述
ぶ
る
所
の
歷
由
並
に
.勞
働
者
の
繁
滎
、
勞
働
者
の
精
神
的
磁R

及
.び
勞
働
者
.の
最
大
生
產
カ
の

發

撺
•

是
.

等

は

互

に

相

關

聯

し

て

科

學

的

管

理

、法

の

猎

S

M

理
を
構
成
す
る
。
然
か
も
科
學
阶
管
规
法
が
事
實
に
於
て
成
功
し 

将
る
最
も
根
本
的
な
6

問
題
は
#

働
者
の
最
大
生
康
ガ
の
發
抓
で
.
あ

：る
。
：
而

じ
.て

楚

权

に

：

關

聯

す

る

^

^

合

理

化

の 

硏
究
#

に
其
の
時
間
硏
究
は
科
學
的
管
理
法
に
對
し
て
所
謂
斜
學
的
な
る
装
礎
を
提
供
す
"
る
も
の
で
f
v

科
#

»
 

管
■

法
の
1要
石
な
^

^

見
做
さ
：.れ
；て
ゐ
る
。
.
(5
)

以
下
私
は
科
學
的
管
.理
法
に
於
て
爲
さ
れ
だ
る
.勞
働
を
中
心
ビ
す
る 

合
理
化
方
法
の
槪
? «

を
»

ふ
で
あ
ら
ぅ
。

:

何
れ
の
仕
事
た
る
を
問
は
#

之
れ
を
爲
し
.得
る
が
爲
め
に
は
第
’一

級
の
勞
働
者
が
必
®

と
す
る
最
短
，時
間
が
'あ
る 

.
T
a
y
l
o
r
;

は
：此

の

時

間.を

稱

し

て'
.
.一：
定

：の

仕

事

を

爲

す

爲

め

の

「

最
：短

時

間

」

，巷

し

く
は
へ

「

標

準

時

間」

く

云
，H

r
 S

 

而
し
て
時
間
硏
究
は
有
ゆ
る
仕
事
に
就
い
て
各
く
右
の
#

準
時
間
を
正
*

に
決
定
せ
ん
ど
す
.
る
も
の
：で
あ
り
、
動
作 

硏
究
は
：1
つ
の
仕
事
を
完
成
す
る
爲
め
に
爲
さ
れ
る
總
：：て
の
動
作
中
か
ら
不
心
要
で
f

，

無
用
で
あ
り
、
且
つ
誤 

.れ
る
諸
動
作
を
發
見
し
之
れ
を
除
去
し
9」

勞
働
者
の
作
業
を
し
.て
：空
_間
的
に
：最
も
合
理
的
に
し
て
有
効
の
も
の
た
ら 

し
め
る
*

1

最
薺
の
作
樂
方
法
-
€
硏
究
で
あ
ぅ
、
之
れ
に
依
づ
：て
1

時

に

勞

働

者

を

し

て

；無

用

：
の

疲

勞

か

.
$
免

れ
 

し
め
ん
匕
す
る
も
の
で
あ
る

0
,斯
ぐ
_時
間
硏
究
せ
動
作
硏
究
ビ
は
互
に
龙
の
.主
_

^

^
異
：に
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ 

ざ
^

1

斜
學
的
赞
理
法y

あ
？•；

て
は
.互
'に
：他
を
®

いp

其
：
の

自

的

塞

す

る

は
'不

充

分.で

：あ
：

兩

者

は

合

し

て

常 

に
勞
働
.者
の
作
業
：を
し
て
時
間
的
に
、且
つ
空
間
的
に
有
効
な
る
最
小
限
度
に
標
淮
化
す
る
こ
S

を
目
的
^
.

す
る
。s 

而
し
て
斯
く
の
_如
き
：時
間
.硏
究
一
~

以

下

私

は

必

寒

の

な

：い
：限
：ジ

雨

费

を

取

：に
；時

問

：硏

究

£

お
ふ
_

_

は

凡

：そ

次 

の

如

く

に

し

て

行

は

，れ

る

。

,
.
'

11

、
與1

へ
、ら
れ
た
る
仕
事
の
完
成
に
於
.て
爲
す
勞
働
者
の
作
業
を
單
純
な
る
基
本
的
諸
動
作
に
分
析
す
る
。

纪
二
.
*

r
1

卷

(

.
r
j
l九
七)

科
學
的
管
现
法
ミ
產
.業
心
^

學
_ 

笫

十

號

P
”
I 

.



第
一r

t

5 

c

l

H

^

A

o

科
學
的
管
理
法
マ

」

產
_
心
现
學

 

第
卜
號 

一5

一

ニ
、

I

切
の
無
用
な
る
諸
動
作
を
除
去
ず
る
"

'

.

.

.•
:
.
:
: 

A

三
.、
殘
‘り
の
各
基
本
的
瑯
作
を
數
人
の
第
ー
級
の
勞
働
者
が
各
彳
如
何
に
し
て
爲
す
か
を
順
次
硏
究
し
、

3
t
o
p
_

 

裊tch

へ
を
以
て
其
：の
爲
.す
最
短
.時

間

を

計

，
々

而

し

.て
數
人
'の
勞
働
者
.の
^

す
^
^

の
最
善
方
法
を
決
定
す
る

。
：：

.

四
、

以

上

の

：硏

究

に
«
き
_

の
方
法
に
於
て
ニ
、定
の
仕
»
を
完
成
す
る
^
耍
す
る
全
：時
間
を
線
合
す
る
0
,

五
、
避
ぐ
ベ
か
.ら
ざ
る
遲
滯
、
中
絕
：及
び
：些
少
0
事
故
0
爲
め
.に
要
す
る
睡
間
：の
割
合
、
及
.び
'
疲

勞

の

恢

復

の

爲
 

め
に
：必
喪
な
る
時
問
呤
割
合
を
碑
究
し
、
之
れ
を
錄
酌
し
て
仕
事
の
完
：成
に
、必
：耍
な
，る
.杂
時
間
.
0)

に
附
加
：す
る
。
(•
>
)
:
_ 

,
H
a
y
l
c
r

は
.ベ
ス
レ
へ
ム
鋼
鐵
會
肋
に
於
け
る
銑
鐵
運
*
仕
事
に
右
の
時
間
硏
究
を
試
み
た
。
®
の
結
果
從
來
同
食 

II
に
於
け
る
人
夫」

：人 

一
H
平
均
士
一
噸
半
の
銑
鐡
'を
貨
車
に
賴
込
ん
で
ゐ
た
.の
を
®

一
 

日
一
人
に
就
き
四
十
七
噸 

ク
货
そ
に
僧
加
せ
'し
め
た
こ
ど
は
飾
に
廣
.ぐ
知
ら
る
、
^
で
あ
>
0
\、
又
燦
S
横
み
の
®
作
硏
究
を
«
PJ
に
硏
究
し
た 

y
F
.

 

B. 

Gi!breth 

.は
舊
來
の
煉
茏
穑
の
方
法
に
代
っ
て
"
作
業
動
作
數
：を
減
少
す
る
S
同
時
に
作
業
方
法
を
改
啟
變 

页
し
、
節
®
な
る
足
®
を
考
案
し
而
し
て
卞
級
.の
助
承
を
協
力
せ
し
め
る
こ
ォ
に
依0

て
其
.の
生
產
カ
を
約
三
倍
に 

:

增
進
电
し
め
た
る
が
如
き
又
周
知
の
事
實
に
餾
す
る
。
8
_

.

以
上
の
如
き
時
.問
硏
究
ビ
_
聯
し
で
科
學
的
管
理
法
に
於
卞
第
，
に
爲
さ
‘る

.
'
べ

き

こ

苳

は

勞
 

リ

,
で

：あ0
ノ
第
ニ
に
«
勞
働
漭
を
訓
練
し
敎
育
0
:而
し
て
作
.業
に
熟
達
せ
し
め
：彼
等
を
し
.て
等
し
.く
最
大
生
產
ヵ
を
發

抓
せ
し
む
る
こ
ど
で
あ
る
。

(1
0
)勞
働
者
の
»
學
的
選
擇
«
第

1

に
は
時
間
硏
觉
を
し
て
確
，定
的
の
も
の
た
6
し
め
、 

標
碓
時
問V」

最
雜
の
作
敷
方
法V」

の
決
定
を
し
て
最
終
的
の
も
の
た
ら
し
む
，' る
爲
め
.に
.必
‘悪
で
，

Q

办
、
逝
：に

$

一
 ;

に

は
勞
働
者
め
訓
練
及
び
敎
育
ビ
相
俟
っ
て
^
働
の
最
大
生
淹
力
を
實
現
せ
し
む
る
爲
め
に
'必
要
で
あ
る
。T

a
y
l
o
r

は 

前
述
の
魏
鐵
’運
搬
仕
事
の
«
察
に
當
夕
て
'.先
づ
.肉
體
.的
に
：適
當
な
る
能
力
を
有
.す
ふ
.難
一
:
,
:
級「
の

勞

働«-
を

七

十

五

人
 

'

中
ょ
り
四
人
之
れ
を
選
び
，
：然
.る
後
周
到
^
る

注

意

を

，
以

て

其

の

四

人

.の
性
行
に
就
い
て
硏
究
し
.な
0
即
ち
彼
等
の
'
 

.經
歷
を
出
來
得
る
限
り
過
去
に
遡
っ
：て
探
及
し
，
質
問
に
依
0
て
各
纟
彼
等
の
性
格
、習
慣
及
び
希
绍
を
硏
究
し
た
。

;

^
の
結
染
最
後
に
ー
.人
，の
吝
嗇
に
し
て
精
祌
的
に
遞
鈍
な
る
5

&ョ
1择
な
る
勞
働
者
を
逢
禪
し
、
彼
を
し
て
先
づ
時 

ぺV
,

.'
'.
間
硏
究
の
結
果
を
完
全
に
實
现
せ
し
め
た
0
然
る
後
同
様
に
し
て
.順
次
適
當
な
る
勞
働
者
を
一
人
宛
選
擇
し 

> 
彼
を 

へ」

し
て
其
の
最
善
の
作
業
方
法
に
訓
練
し
遂
に
前
述
の
如
き
結
果
を
得
た
。
茲
に
述
ぶ
：令

T
a
y
l
o
r

の
銑
鐵
M
搬
人
夫： 

:

の
選
擇
方
法
は
科
學
的
に
.は
未
，だ
左
程
東
耍
な
る
意
義
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
が
、

是
れ
に
對
し
て
H
に
被
の
.報
告 

せ
る
自
轉
軍
球
の
檢
後
に
姻
事
ぜ
る
女
エ
-の
選
嬋
方
法
は
科
學
的
に
は
逾
か
に
優
れ
る
各
の
で
あ
る
。
其
れ
は
彼
の 

.助
羊
^
し
て
協
力
し
た
る
-S. 

E
.

»~
]
ぎ

|

0

:

1

0
行
：ひ
：し
所
で
あ
っ
古
、
反
應
時
間
繼
定
の
：心
理
擧
的
實
驗
が
賦
み 

;

し
ら
れ
た
。
而
し
て
此
の
實
驗
に
依
っ
て
«
當
な
.る
女
エ
を
選
#
し
た
る
^

-»
は
、
：#
來
£|
こ

+
人
'を
耍
し
た
る
.仕
,
 

は
今
ゃ
三
十
五
人
の
女
エ
を
以
て
足
义
然
か
も
彼
.女

等

.0
仕
事
の
1£
:確
^
度
塞
ー
分
の
1
1僧
さ
し
む
る
に
至
れ
る
. 

®
大
な
る
要
：因
を
與
ぺ
た
ど
.述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
01
)

是
等
ニ
っ
の
實
^

に
於
て
.吾
々
.は
"
.
.科
學
的
管
；理
：法
が
勞
働
者
の
選
擇
の
如
何
に
重
要
な
る
か
を
示
せ
る
好
適
例
，
 

を
見
る
0

加
之
、s. 

E
.

 

T
h
o
m
p
s
o
n

が
行
：ひ
し
反
應
時
間
測
定
の
心
ff
l

學
的
實
驗
に「

至
づ
て
は
难
に
進
步
せ
る
猶 

學
的
方
法
た
る
を
稱
す
べ
ぐ
、
爾
來
心
理
學
者
の
屢
5

引
用
す
る
所
_ミ
な
つ
て
ゐ
る
。g

;

乍
然
、

T

a

y

l

o

r®
)̂
10 

»

0

科
學
的
管
理
法
論
者
は
.：多
ぐ
機
械
技
師
で
あ
つ
て
心
：理
學
の
..知
識
を
欠
き
し
が
故
に
ノ

a

#

の
.選
定
が
甚
だ
錤 

第
二
t

s

 

(
m

九
九〕

：
科
擧
I

理
法
赢
業
I

學
- 

第
屮
號
：

一
.
i
.



笫
ニ 
十
：
5

 

:

饿
卜
號 

ニ

ー

四

ま
し
き
も
の
な
る
こ
：.ぞ

嘉

：め
た
る
：も
未
だ
周
到
な
る

ズ
し
て：

過
ぎ
た
る
，の
獅
あ
る
§
:
.
:
^
0
;
時
間
硏
究
に
比
す
：̂

も
稍
¥

遜

色

な

：き

を

得

な

い
^
^
^
^

び
：

C

 

B
.

 

T
h
o
m
p
s
o
n

の
如
き
は
.却

0
て

K
a
t
h
e
r
i
n
e

 

B
l
a

曝£
O
H
d

の
#

相
學
を
敢
て
非
ビ
せ
.ざ

る

も

'の

の

如

ぐ

な

る 

は

何

人

も

甚

だ

^
;に
感

.せ
ざ

：る

夺

得

な

い

.で
，あ

&
ぅ

>
| 
,

:
 

.

; ,
.

:

,a l
に

生

產.の

猶

酸

を

期

す

：る

が

爲

：め

に

は

勢

働

〗

時

問

を

適

當

の

範

圍

內

に

於

て
減
少
す
ベ
き
も
の
な

る

こ

ど
を

a
 

め
た
る1

人

は
H

a

y

o

rで
爆
り
、
又
：眞
に
: »

學
_

に
§

、て
狻
勞
を
硏
究
し
相
る
も
0

は
$

あ
一
る
せ
稱
せ
.ら
れ
、

叫R

 

B
.

 

G
i
l
b
r
e
t
h

':
は

「

§

的
管
理
：法
0

下
に
於
^

«

体
« 1
0

最
は
|

^

:
的
に
.決
定
：：せ
6
.
れ
、
推
»

せ
ら
れ
る
：の 

%

は
な
い
し
斧
述
.：

V

て
ゐ
る
 ̂

®

s

的

管

理

法

論

者«

勞

働

：者

の

疲

勞
;^

休

澉

時

間

及

び

適

當

な
.：
る

勞

働

時

.
間
 

等
の
諸
問
題
に
關
し
：て
も
亦
*

大
な
る
考
慮
を
柳
つ
て
ゐ
る
V

郞
ち
脾
述
の
時
間
評
究
は
是
等
の
問
題
に
li
l

し
て
一
一 

重
：®

考
i f

を
包
食
す
る
も
'の
.で
あ
'る
：。

第

二

、

其

：汾

磡

作

硏

究

に

於

.て
：不

必

要.な

：ぅ

达

目

：せ
&

る
>

諸

動

作

：を

除

去 

す
る
こ
せ
に
依
り
て
鐘
者
を
し
；て
無
用
の
疲
勞
.か
ら
免
れ
：し
め
'>

第
二
，、：'
標

準

時

間

の

決

定

：に
：際

し

.て
疲
勞
恢
'復
：

の
爲
め
^

必
喪
な
-る
一
定
の
：休
息
時
間
の
割
合
が
附
加
せ
ら
れ
.て
.
.ゐ
冬
。
斯

く

て

T
a

u
o

r

は
時
間
硏
篼
に
於
：て
、

如
m

な

る

：場

合

は

於

てIも
勞
：働
考
を
し
て
其
の
健
康
を
害
す
る
が
如
き
#

調
：.を
以
て
仕
事
を
爲
さ
し
め
ず
、
而
し
て 

仕
事
に
充
分
適
當
せ
る
勞
働
者
が
畏
年
に
渡
つ
て
健
康
で
あ
り
、
益_
幸
福
に
翁
i

繁
滎y

,

赴
か
ん
こ 
<

を
企
11

し
ゅ 

.決

し

て

勞

働

者

を

虐

使

し

過

磬

に

陷

ら

し

む

る

の
意
を
有
し
て
ゐ
'な
い
？ g
洵

に

時

間

硏

究

は

勞

働

者

を

し

，て

最

大

生
逄
カ
を
發
挪
せ
し
む
る
.が

爲

め
..
0

硏
究
.で
あ
る
が
、
勞
働
者
の
心
#
.
を
し
て
過

度

に
0
0
せ
し
め
且
つ
生
^
^
力 

を
9

ぐ
涸
渴
.せ
し
む
る
て
S

は

明

沪

に

否

定

せ

ら

れ

，て

ゐ

.る
，̂
. 

.

霉

ク

^

^
i
ts(
-r 一

.がb レ

»|
,‘
^
1
"
:
,
:
:1
:
?
^
|

ぃ
。麵,
：
ミ
>-
1
3

：

H
aM.
io
r
tt
か

の

銑

鐵

绳

搬

仕

事
‘に
'於

て

、•劇

し

：き

筋

肉

勞

働

：に
あ
つ
T
は
勞
働
者
，は

V 

H
全
勞
働
間
時
の
內
為
る 

I:

定
の
割
合
の
時
間
丈(

は
眞
に
力
を
出
：じ
て
働
き
#

る
も
(2

)
で
あ
^

^
若
し
此
の
制
服
を
«

へ
て
働
ぐ
な
ら
.ば
勞
働 

漭
は
當
然
*

勞
に
陷
ら
ざ
る
を
得
な
い
ど
茇
ふ1

つ
の
法
則
を
，說
明
し
て
ゐ
る
。
即
ち
*
各
個
九
十
ニ
封
度
の
重
量 

あ
る
雜
鐡
を
運
搬
す
る
|1
:
;第
ー
級
の
勞
働
者
はI

,

日
の
四
割
£

分
；*

け
眞
に
カ
を
出
3

セ
働
き
得
る
も
、
殘〜

の
五 

割
七
分
は
全
t

働
か
す
に
居
ら
ね
ば
な
6

ぬ
。：
而
し
.で
若
し
銑
鐡
の
重
量
に
.し
て
半
減
せ
4

れ
.る
ど
す
れ
ば
、
即
ち 

各
個I

I

十
六
封
度
の
重
®

の
も
の
^

す
れ
ば
、.
右
の
_

合
は
變
：-(
>

て
.勞
働
者
は
ー
1
1
1
5
;
;內

3£
割
八
分
を
働
く
こ
ミ
.が 

-

出

來

、
，其

の

闽

割

二

分

を

休

息

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

P

斯

ぐ

の；

如

ぐ

T
a

y
a

r

は
I

1

一；
見

科

學

的

硏

览

の

結

果

な

b
 V
 

©

•«

れ
る
-—

正
»

な
る
數
字
を
'以
飞
疲
勞
^

關
す
る
1

法
則
を
說
.明

す

る
-:
°

31
に

G
U
b
r
e
t
h
s

 

(
F
.

 

B
,

Rp
r

M

o
 

は
女
工
の,

ン
力
チ
ー
フ
折
鹽
.
み
作
業
(;

於

て

休
»

時
間
を
作
業
：時
間
中
：に
細
か
く
分
配
ず
る
の
有
利
な
る
こ
ビ

を 

示
し
て
'
居
る
。
如
ち
：

一
時
間
を
十
分
し
女
エ
を
し
て
最
初
の
、五
.十
四
.分
間
は
进
分
.間
作
業
を
爲
し
た
る
资
；.
分

間

.

休
憇
せ
し
め
、
而
し
.て
.最
後
2

ハ
分
間
は
含
休
11
時
間
に
.當
^
ら
机
る

.o
#

の

叢

の

'下

に

於

て

女

工

は

.
最

初

の
 

1
1

屮

は

坐

し

.た

石

：
ま>
作
業
し
茸
つ
休
息
す
る
。
■次

ぎ

め

十

ー

ー

分

間

は

^

-^
な

夺

ま

メ

作

業

し

且

つ

#

息

す

 

る
Q
.而
し
て
次
ぎ
の
十
成
分
間
は
立
つ
も
坐
る
も
全
く
女
工
の
自
曲
に
任
ぜ
ら
れ
、
丑
つ
最
後
の
六
分h

の
木
憇
货 

«

る
も
a
;に
：If

.

.し

.

合
*'-̂ 

も
'全
.ズ
.
-&
は

で

女

エ

，：

^

#
自

の

.
_
欲

す

る

条

、
/

.(;
x
休
息
^
.る
'
-こ
■̂

.を
^
さ
.
、̂.
.る
。 

o

i

l
は
尙
ほ
此
の
例
に
於
て
作
業
設
備
の
改
岚
に

‘も
適
當
0
注
意
を
加
へ
た
：る
結
果
、
女

31
«
以
前
に
ー
：
比

し

迤
 

か
^
大
な
る
興
味
を
以
て
、
然
か
も
ょ
：り
大
な
る
疲
勞
を
來
す
こv

な
く 

V
三
倍
以
上
の
生
產
額
を
擧
げ
得
た
ビ
述 

べ
'で
ゐ
る
'0
.
.§崔b

i
s
,

が
撕
ぐ
休
載
時
眼
，赢
分
し
た
の
碌
通
常
撺
調
な
资
反
繼
作
乘
(•
;
於
け
る
必
M

の

馨

を
 

#*
-

■.
1
1
'雄

(

l
Rt
O
.
J

)

.

.

.
科
擧
的
瞥
亂
祿
过
產
^
心
魂
學
' 

j卜
^

1

ニ

爾
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第
十
號 

一一r
ハ

.
速
が
に
且
つ
完
全
に
恢
猶
^

る
の
.最
善
の
方
法
#
示
甘
る
も
の
で
あ
づ
：て
、
疲
勞
の
法
則
に
適
ぺ
る
適
.當
の
計
窬
で

§

y°
,

:

, *

:
尙
ほ
疲
勞
の
硏
究
.ざ
關
聯
し
てT

a
y
i
o
r

は
自
轉
摩
球
.
0
檢
査
に
從
事
せ
る
女
工
の
勞
働
時
間
を
十
時
間
半
ょ
t
 

九
時
間
半
に
、
M

に
之
れ
を
八
時
問
半
に
減
少
す
る
.こ
€
に
依
つ
て
却
つ
て
勞
働
生
»

カ
_の

增

大

の

爲

め

^

有

利

な 

る
結
果
を
來
せ
る
こ
^

明
示
せ
ん
S

し
て
ゐ
る
。
.§ 

. 

, 

.
以
土
は
料
學
的
管
理
法
.に

於

け

：
る

時

間

硏

究
"

勞
働
者
の
科
學
的
選
擇
及
び
疲
勞
に
關
す
る
硏
究
の【

部
で
あ
る 

が
、
：軍
に
注
目
せ
ら
る
.x

き
事
柄
は
勞
働
渚
の
作
業
を
し
て
.容
易
な
ら
し
め
ん
が
爲
め
の
«
«
、
器
具
及
び
乍
樂
外 

境

r

般

の

改

善

で

あ

る

。
此

の

點

に

|«
し

て

はT
a

y
o

r

は

s
h
o
v
e
l

に
就
い
て
硏
究
を
試
み
て
ゐ
る
。
彼

は

s
h
o
v
e
l

 

.
に
依
つ
て
掬
ひ
あ
げ
ら
れ
令
材
料
、
例
'
へ
ば
金
臘
類
、
砑
炭
.、
灰
等
の
重
最
を
考
量
し
勞
働
者
を
し
て
重
き
も
の
に
は 

小
形
の

s
h
o
v
e
l

を
輕
き
も
の
に
は
大
形
の
.s

h
o
v
e
l

を
使
用
せ
し
め
、
常
に
平
均
約
二
十
一
封
度
の
重
#
を
運
ぶ
機 

に

s
h
o
v
e
l

を
變
形
し
た
。|

此
の
場
合
彼
の
硏
究
に
依
つ
て
確
®

せ
ら
れ
た
る
事
は
、
右
の
ニ
十
•
{封
度
ょ
i
 

輕
鱟
な
一
る
場
合
に
も
亦
過
重
な
る
場
合
に
も
其
れ
は
勞
働
カQ

最
も
有
利
な
る
利
用
法
で
は
な
く
し
て
、
勞
働
者
：一
 

:
日
の
作
業
量
は1

同
に
：凡
そ
ニ
十1

封
度
宛
を
運
ぶ
場
合
に
最
大
に
達
す
る
ビ
云
：ふ
こ
S

で
あ
る
。
又

G
i

s
h

が 

か
の
煉
芄
積
の
仕
事
に
於
て
煉
泥
堆
激
の
高
さ
に
應
じ
て
、
之
.れ
.を
調
節
し
得
る
簡
單
な
る
足
場
を
考
案
し
、
，從
來
、
 

の
方
法
に
：於
け
る
諸
動
作
を
無
用
な
ら
し
め
た
る
♦か
如
き
>
 

或
ひ
は
前
述
の
、ノ
ン
力
チ
ー
フ
折
#

み
作
業
に
於
け
る

女
工
の
座
席
に
就
い
■て
適
當
の
考
案
を
施
せ
る
が
如
き
、

M
に
種
々
な
る
作
業
に
於
け
る
卓
，
椅
子
の
^
態
に
關
し 

て
諸
種
の
新
#.
„案
'を
例
示
せ
る
が
如
き
は
、
總
て
勞
働
：者
の
：作
業
を
容
爲
な
ら
し
：め
：疲
勞
を
減
少
せ
し
む
：る
爲
め
に

有
用
な
る
考
處
で
あ
る
0

此

の

外

s
b

r
e

t
h

は
勞
働
者
の
作
業
外
境
、
例
：へ
ば
採
光
*

ff
l

熱
、
換
氣
の
諸
點
に
關
し 

飞
も
適
^

ク
考
#

^'
01

ふ
こ
f

を
^

れ

て

は

届

な

い
m
,
勞
#

を
中
心
.ど
、す
る
生
«

方
法
0

合
理
化
に
| 1

し
て
科
^
 

的
管
理
法
論
者——

T
a
y
l
o
r

を
中
心
飞
す
る
初
期
の
論
者——

の
着
眼
せ
る
所
は
凡
そ
以
上
の
如
ぐ
で
あ
っ
て
、
之 

れ
を
今
ロ
.の
產
業
心
理
學
に
此
す
れ
ぼ
、
科
學
的
硏
究
の
.精
粗
は
，別
問
題
ど
し
て
鬼
も
角
其
の
硏
究
の
範
11

に
於
て 

は
產
業
^

理
學
の
重
要
な
る
爾
分
の
多
ぐ
を
断
に
包
含
し
て
ゐ
る
。T

a
y

o
r

は
素
ょ
^

\
>L>

理
擊
者
で
まr

n

、
。
然
”
 

も
彼
が「

有
ゆ
る
勞
働
者
め
單
«

な
る
動
作
を
總
て
.科
學
た
ら
し
め
#

る」

C2
2
)
も
の
で
あ
る
ど
の
^

信

に

發

し

^
、 

時
間
硏
究
を
中
心
€

し
て
勞
働
科
學
§
0

3

0

^

7
 

0

5

1

1目
1
:
1

L
a

b
o

r

の
樹
立
.に

1

步
：を
進
め
た
る
こ
ど
ょ
戚
： 

稱
す
る
に
足
'

 

典
.の
擧
げ
得
た
る
多
く
の
實
際
的
効
果
に
依
つ
て
勞
働
生
產
カ
の
新
し
き
霊
の
道
を
現
實
に
示 

し
た
る
こ
^

は
ノ
又
科
學
的
管
理
法
の
功
績
た
る
を
失
は
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。

:

c

l
vw
o

w
T
h
o
m
p
s
§

'
s
d
e
n
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f
l
c
:
M
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n
a
c
f
e
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^
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充
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#
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學
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管
理
法
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T ;

は
本
來
前
述
の
：勞
働
科
學
I

立
其
れ
自

I

目

的

s

分

寧
ろ
.是 

い
て
勞
働
の
最
產
產
力
を
實
現
す
ダ

J

过
I

.か

昼

要
I

柄
.で
I

び.
麻
し
i

働

岭

最

產

轰

の

：實

埽

の
|

|

上 

f

 

f

 

l

s

i

!

4

 

I
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f
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基
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も

案
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即
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第
二
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は
i
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 t
a
s
l
c
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i

s

ぅ
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第
I

 

1

:

_

|
タ
ス
I

完
成」

か

或

丨

タ

ス

ク

.の
完
成
以
上
に
大
な
る
生
產
能
力
を
發
«
も
た
る
.も
.：の
に
(<
]
:
'
:
^

す
る
.こ
ど
之
れ
で
あ
る
。
 

V

 

: 

f

.

タ
J

の
S

I

S

者

が一
,

日
に
■爲
すr

き

逢

し

得

w

身

へ

ら

塗

る：
S

 

其
れ
は
同
時
に
勞
|

の

鋪

谓

泰

I

年
i

l

親

日

の

塞

0
肇

で

あ

る

。
乍
然
、
タ

ス
ク
の
決
定
.が
前
述
の
時
間
踅
に
依
？

確
定
せ
U

.

1
1

仕
事 

を
完
竽
る
に
喪
す
る
_

_

を
：以
て
.「

条

作

漱

睜

雪

S

し
て
決
定
ぜ

t
、

M

r

§

^
 

の

崖

第

ニ

級

S

働
者
S

變

就

い

T :

確

定

せ

ぢ

も

^
^
 ̂

へ
ば
、
適

嘗

i

0:
t

 

仕
事
は
如
何
な
る
.勞
働
f

容

讀

之
S

完
成
し
得
1

0
で
.

|

く
、

疋

塵

s
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ざ
#
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第

屮

號

§
o 

大
な
^ -
f
盱
.の
仕
事
，.^ !’l

a
r
g
e
'
.
d
a
a
y
l
k
-

を
意
味
ず
る
0瓶
：.し
：て
タ
.
.ス：.ク
#
决
定
贫
同
時
{?
時
.間
綁
究
^
基
い
て
.
*
 

w -
砮
ギ
如
何
に
し
て
、
如
何
な
る
_
陬
に
¥

々
ぎ
か
0.
,
»念
が
決
定
せ
.な
抄
？
次
.ぃ
,
此
％
詳
舰
な
る
«
項
は
逐 

.
1
#

圖
絜
に
»
入
せ
ら
れ
、
各
鑛
儆
.者
は
嚴
糌
に
.此
の
.抵
，蹦
蕻
に
從
：'っ
て
« ;
事
を
ず
^

‘ Ta
y
l
o
r

は
桦
の
.ダ
ス
ネ
0;
淡
«
に
於
て
11.

っ
.
©
#を
離
# ,
す
る
。
繁

1

方
に
於
て
は一

裝
時
間
两
比
.タ
ス
ク
を 

完
成
じ
'た
る
煢
爾
激
^
は
ー
定
0
賃
歟
增
加
を
支
錄
ひ
、
_
ガ
に
於
で
は
#:
俯
：者
に
..明
磷
:̂
る
#
«.
の
觀
念
を
與
ふ 

.る
こ
ミ
に
.依
っ
て
其
の
努
力
を
刺
戟
し
•
而
し
て
先
づ
各
勞
働
者
に
適
當
の
指
導
^
訓
練
さ
を
與
、た
る
後
、尙ほ 

到
■
タ
ス
ダ
.を
完
成
し
得
ざ
.る
不
能
勞
働
者
及
び
之
^
ゼ
完
敗
甘
..ん

せ

％

る
も
0
を
解
屉
し
"
雜

に

^

つ
て
鑛
ニ 

級
の
、勞
働
者
を
採
用
ぜ
ん
匕
ず
る

.

9 3、
此の修のは於ては

_

か
にf

度
银
定
：せ̂

'

れ
^
ゲ
時
跟
硏
究
の
結
果 

沢
勢
«

#
3:
擇
.の
用
に
.供
せ
ら
蚱
る
。

'

:

:

而

し

て一

定

時

間

內

化

タ

ム
'
ク「

の
完
成
に
依
っ
て
勞
働
象
0 '

楚
ぐ
を
賃
銀
壇
加
は
.本

來

勞

：做

の

誘

因
S

し
て
V
.
V即 

t

勞
働
者&

充
分
な
石
能
力
發
扼
に
勢
す
冬
刺
激
を
し
て
參
へ
ら
れ
’て
ゐ
る
知
.紙
く
^

抓
き
考
M

か
&

m

發
し
て
先 

づ

T
a

y
o

r

は
勞
働
者
の
受
，
、
る
賃
銀
僧
加
の
芷
確
な
る
割
合
が
凡
そ
幾
許
な
る
べ
き
か
に
關
し
て
次
ぎ
の
如
き
兇 

解
を
有
し
て
ゐ
る
。
即
ち
同
一
仕
事
に
從
.事
す
る
勞
働
者
.に
，通
常
支
拂
は
れ
て
ゐ
.
る

一

日

の

平

均

貨

銀

を

標

準

<£
し 

て
.、

仕

事

の

褪

類

に

犯

っ

て

一

1
1

割
か
ら
十
割
に
至〉

る

間
.(
:

於
て
夫
々
適
當
な
る
削
合
の
增
加
率
を
決
定
す
る
こ,
p 

正
當
で
あ
卜
、
且
：っ
公
平
で
あ
る

.
。f

ば
何
故
に
斯
く
の
：如
.き
實
銀
增
加
率
が
正
會
で
あ
&
、
且
っ
公
平
で
あ
る 

沪
。

逯
れ
に
'對
し
て• 

T
a
i
l
o
r
，

は
次
ぎ
の
如
く
答
べ
.
.る
。
若
し
'も
勞
働
者
が
上
述
の
萷
合
以
上
の
賃
翁
t

如
を
支
挪

丨
.れ

る

な

ら

は
.多
-數
0

も
0'
.は
不
規
則
に
仕
，事
を
す
る
樣
，(2
,な
^

^

乱
：-っ
务
-少
ビ
も
無
亂
に
な
.々
、
奢
# .
r

r

J

^
 

又
放
埒
I

.

る
f

が
f

。
•

る
に
上
绿
の
割
合
裏
で
は
彼
等
办
^

に
榮
'

 

其
0

生
S

向
上
，
 

れ
、
彼
等
は
貯
蓄
を
始
め
、
多
ぐ
飲
酒
を
避
け
、
著
々
ど
仕
？

す
る
樣
に
な
る
。
従
；っ
て
人
が
生
來
有

ず

，
I

 

.上
多
く
の
I

者
に
取
つ
’て
l

l

s

l

f

な

f

 

產

こ

上

， 

の

翁

合

慕

實

勞

働

耆

身

に

戒

づ

て

舞

に

且

.っ

翁

&

有

利

に：
.懸

ぜ

：蔡

た

：る

：も
の
：■

.で

翁

て

、
.
其U

1

零

 

間

に

.渡

っ

て

養

に

塞

的

霧

察

し

J

結
S

警

9

ぶ

;カ
發
|

割
#
、
及

び

雲

;

る

獲

§
窟

好

■

靖
加
に
對
し
て
直
廳
—
_

意
義
を
有
S 

る
.こ
s

 

?

f

 

-

齋

勞

修

_

カ
幡
大
の
.結
果
終
局
履
翁
無
ぐ
る
#

f

雪

藤

一

f
 

.の

機

'

S

如
ぎ
、
或
I

働
者
逢
合
契
約
に
依
.る
賃
觀
協
定
：の
：f

 
|
然
，̂:
|

の
令
.ふ
公
1£
ば
|
<
|
 

中

に

入

參

f
 

l

白
I

f

賃

銀

達

る

I

f

茂

4

^

1

^

—

、右
f

 
く
に
し
て
决
定
|

れ
I

增
加
賃
f

:

タ
，

J

の

馨

i;
'

f
 

の
_

に
對
ず
る
實
銀
率
が
窶
f

 

t

。
而
し

て

H

i
 

.の
差
別
_

銀
だ4

%

味
、■

右

董

銀¥
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S

環

、タ

ス
メ
の
S

袅

て

初

め

3

拂
ば
れ
る

襲

i

銀
率
で
$

て
，
苦
し
一

定
の
I

內

こ

タ

メ

>.
_ 

I

成

S

I

餐

I

に
：：

依

：

出_
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ひ
の
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I
ひ
I

け

る

。

敗
， 

5

働
S
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率
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加
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激
せ
ら
れ
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時
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：
タ

；
ス

ク
を
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成
ぜ
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努
力
す
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如
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叉
*

t
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烈
な
‘
變

_
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-
;
®
S銮

に
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靈
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馨
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m
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l
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彼
攀
に
代
.つ
'て
缚1

級
の
勞
働
者
の
参
贼
藝
る
樣
璐
を
.發
揮
^-
气

_

«
觀

之

、
，
1
^
1
0
1
:

は
■
ぐ

迄

：レ

平

均

觸
 

カ
^ -

有
^

る

勞

働

者‘を

じ

で

仕

事

に

就

ー

か

し

む

令

ょ

’办

も

ネ̂

み
聲
ー：
：：
；
^

#

®# ;
^

即

^

^

具

及

&
原

料

の

.檩

#
化

ビ

作

業

狀

態

の

完

«'
ミ

资

»

0 ,
仕

^
の

.間
に

於

け

る

聽

^ ;
-
4
連

«

^

-

-
の

ず

；
 

に

於

で

仕

堪

を

爲

ざ

し

砂

'ん
こ

ビ

^
企

圖

す

る

も

.の
ヤ

私

な

0:

.

.
;■
'
:

■:
,
.

^
^
'的
管
碰
法
の
實
際
に
於
て
’最
も
寬
喪
な
る
要
素
な
ヶ
虼
見
做
さ
れ
.だ
る
タ
ろ
ク
の
決
^
並
に
：努
働
誘
因
：ど
し
.
 

て
の
«-
-
谶
增
加
?-
;

1
逾
の
外
、
.尙
ほ
闷
^;
1
& 

.
は
數
個
0
原
理
及
び
實
際
«'
'
方
策
を
舉
げ
て
ゐ
る
。
次
ぎ
：に
，其
の
.ニ
.
.
 

三
-を
級
介
す
る
で
お
ら
ぅ
。
⑶
H
p
yぎ
は
右
述
の
賃
：鈒
»
加
の
誘
因
を
し
て
事
實
有
効
な
ら
し
め
ん
が
爲
め
に
は
®

* 

,
，
. 
4
-̂,
.
. 

9
 

• 

' 

« 

. 

. 

. 

: 

•
•
•
•
(
(
!
- 

.

.

. 

*

^

勞
働
者
の

個
人
的
靡
心
に
離
へ
.'な
，y
§

s

^

.

p 

€
考
，.へ
f

丧
故
ば
出
來
ー
る
丈
け
集
合
勞
働
を
鎵
さ
し
め
"
.
 

^

^
其
の
木
可
赌
な
る
場
合
に
は
親
小
歡
の
务
働
者
故
之
較
を
陳
ぢ
ん
も
す
る
.。：
蓋
し
^

^
の
：勞
働
者
が
組
を
成
し
0 

て
憎
歡
に
從
事
す
な
圾
合
は
は
、
如
何
に
有
能
な
る
勞
«'
:
者
'ビ
雖
も
結
局
其
の
紐
咿
の
|

^
無
能
な
な
勞
働
激
0
地(

..
 

位
.ま

令

引

下

げ

ら

れ

：、

其

■の

生

產

ガS
其

：
の

所

得

力

，

W
.

は
_
に
_

少
す
ベ
く 

.
而
し
て
*
の
麽
#
0]
^
跟
を
ま
«]
す
_
 

る
こ 

<
は
到
底
不
可
能
で
.あ
る
か
ら
で
あ
る
。
，.5 1
.に
，又
科
學
临
管
理
法
0

卞
_

^
は
^:
服
#:
働
者
の
地
象
進
や〈 

S

0

 
^

、
'或
：象

具

、
.‘
.
機
械
及
び
作
集
方
故
に
蘭
ず
‘

'
1

' 

W
の
#;
明
改
獻
新
考
■
の
f

lt
勞
働#

は
自
發
心 

に
11
以
て
洳
戟
ヒ
獎
膽
を
，受
け
：
猶
ほ
同
盟
8|
'
ェ
の
安
全
瓣
ど
し
て
^-
働
，者
は
自
明
な
4
發
言
權
を
認
め
ら
れ
て
今

'是
等
の
諸
原
理
及
び
»'
方
策
は
麟
て
，
4
晷

？

に
從
へ
ぼ

的
棒
1'
!

の
存
布
0
假
定
；.の
：下
1
2樹
立
せ
&
れ
、
•

「

然
.か
ゝ
も
是
§:
は
總
.て
；»-
際
：̂
應
用
さ
れ
->
鸷
驗
せ
ら
れ
尨
か
結
，
.

果
最
4
有
効
の
.も
の
な
b
せ
實
說
せ
_
&れ
た
る
も
の
で
ぁ
つ
て
、
敢
て
灌
な
る
推
斷
に
*
ぐ
も
の
で
は
な
い
。

-'
•
;
.
.
.

然
r

,ぼ
斜
超
的
卷
理
法
は
勞
儆
者
に
對
し
て
如
何
な
る
影
響
を
與
へ

る

か
。
科

*
的
管
理
法
が
0
の
時
間
W

鄉
に 

:

依
.つ
て
舊
摩
の
傳
承
的
作
業
方
法
に
代
る
に
科
學
を
以
て
し
た
る
こ
^

は
*
同
時
に
勞
领
者
か
ら
從
长
彼
等
に
殘
さ 

:

外
た
：，る
作
樂
に
關
す
る
彼
等
の
知
的
判
斷
及
び
熱
練
を
奪
ひ
、
.
之
.れ
を
一
切
計
#
部
に
歸
す
る
の
結
來
に
茧
ら
し
め 

广
る
'.
.
0
而

し

て

勞
: «

考
は
'
:管
理
與
の
.手
か
ら
作
霖
に
關
す
る
一
切
の
知
識
を
傳
授
せ
ら
れ
，る
。
即
ち
各
選
：ば
れ
た
る
勞 

働
：背
坤
各
$

»

門
の
職
長
に
.依
6

て

一

.つ

の

新

な

る

作

業
：̂
法
に
從
ぷ
こ
‘ざ
を
敎
f

れ
、
訓
練
さ
れ
、
指
導
.せ

ら
 

d

蓋
し
、
H

i

o

rに
從
へ
ば
"

時
間
硏
究
に
依
つ
て
發
見
せ
ら
れ
f

新
し
き
科
學
は
通
常
仕
事
に
適
し
て
ゐ 

丨
る
勢
働
者
：戈
之
れ
を
了
解
し
猾
ス
；沮
つ
纖
靡
の
援
助
な
く
し
：て
は
此
.の
斜
學
の「

法
則
に
從
つ
.て
仕
事
を
す
？

^

.
，さ

T

不
可
能
.で
.あ
る
.か
.
&

で
.
あ
る
。
：(c
)

科

厚

的

管

理

雄

の

下

に

於

て

は

勞

猶

者

は

斯

<
 
の
如
.く
に
し
て
.仕
»

,に

對 

.:

す
4

個
性
及
び
人
格
的
關
係
を
愈
j

消

失

し

、

辱

つ

仕
_

に

激

達

：せ̂
が
爲
め
に
社
科
學
の
前
に
客
觀
的
'に
平
^
に 

.
作
業
す
4

ミ

を
®

求

：，せ

ら

批

る
>

劢

ち

時

問

硏
; ^

に
.依
4

て

旣

に
- #

爲
甘
ら
れ
た
る
，

「

一
つ
の
最
良
方
法
に
於
て
^
 

事

を

爲

令

し

め

る

限

り

、

科
學
的
管
ー
理
法
，の

: 1

的
は
.勞
働
^

を
し
1:
.出
來
る
丈
け
機
械
.の
如
？
働
か
せ
る

こ
ど
で
あ

て
る
>
0
:旣
に
機
«

0
採
用
ど
技
術
猶
分
業
の
發
展
€
ボ

權

ヤ
 ̂

'標
準
化
せ
&
れ
"

.客
ft
化
：
 

せ
':
^
如
：̂
る
勞
働
は
今
や
更
に
へ一

渉
を
淮
め
て
益
j
機

械

化

せ

ゑ

る

、

科

學

的

管

理

：法

の

：
下

に

於

て

は

勢

働

.の

合
 

■>顧

化
-«
«

<
ャ
勞
働
：9

«
械
化
.
_:
史
に
極
端
な
る
客
觀
化
を
意
味
す
.る
。

■:「
M

笨

舉

的

管

鄕

法

：は
.勞

働

者

に

，對

し

て
- #
1

 ̂

か
：0
. Ta

y
l
o
r
;

a
,
先

づ

從.來

联

ま>J

勞

働

者

ど

の 

t o
ii

馨

る

1

初

：の

不

和

の

：源

廣

な

^

ズ
0

せ

'^
>

る
'、
#

-:
«

者
0

怠

攀
3

|

3

|

^

を̂
消
滅
甘
し
め
、
脣
虫
せ
勞
_
 

:
.ー
隹
ナ
1
:
‘卷

：
:2
^

< 0
^

俯
■

湛

翁

_

沁
：理
學.. 

第

十

贼.
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s

-t
t

f

c
i
:

證
;:
6

. v

科
摩
的
潛
猶
法
.
^廣
魔
心
溯■
. 

第
十
號' 

1

H四…
.#
霉
®
刺
.益
の
1
.
.
.
致
を
:«
僧
_せ

し

，
め
：
、

而

し

十

：

.兩

者
0
靡

に
*
.密

な
.
^
^ ̂

、

51
.

に

新

方̂ 

採
^
;
3
^̂:
き

獅

間|1
雜

;0
^
彼
1

_
盟

證
6
:苦̂

:«
!«

を

知

ら

す

科

學

的

管

现

法

の

下

.
に

读

絕

對

に

ス

ト
ー
フ
ィ' 

今
^
;
^
;
;0
‘可

能

な.
:̂
苳

斷

じ̂:
'ゐ

る

。

，以

上

述

，

V

た

る
^

如

き

科

學

的

管.理
法
の
實
際
的
方
策
.

VJ,

其
.：
の

結

梁

に

對

す

る

：

確
：：

信

ヒ
、

E
,

に
科
擧
的
管
理
‘法
の
'' 

生

齑

る

^

伯
'

從

.
つ

て
:T

a
y
i
o
r

は
: »

摩
的
管
理
.法
の
實
施
せ
ら
る
、
處
は
勞
働
.組
i

在
.

S

意
義
：を
资
，
 

李

々

。
' 
彼
.の

議

瞥
#

へ
ば
、
賃
鉞
及
び
*

他
麓
«

に
.關
^

る
諸
，算

を

勞
«

組
合
0

主
偷
ヒ
»
主
汶
の
商
議
並 

に
：同

意

に

依

つ

：て

‘
統
制
す
る
は
、
.勞
働
箸
{;

及
ぼ
'す
影
響
は
.於
て
：̂

つ

又

勞

働

：者

及

び

旅

生

：双

^

係
&

:

て
.
共
：(;
有

刹

な

名

ず?-
加
之
、
其
れ
は
各
勞
働
箸
, 0
'個
人
的
野
心
を
'刺
戟
す
.

|

|

に
1

か
{;

劣
れ
る
'も
の 

で
■あ
.免

.而

し

て

勞

働

條

件
0

決
*

は

T
 

^
 

べ

き

も

の 

で

あ

：
：
る
Q

斯

く

て'T
a
y
o
r

 

«

集

合

契

約

を

認

め

：な

：：い
：、

1 1
.に
'勞
働
組
合
：の採：る生_

業
は
®

きも 

容
り
で
見
倣
さ

.れ
T

ゐ名。

<8
)

,

最
後
に.

H

t

.

は
科
學
的
管
理
法
：が

.

經
濟
的
に
も
亦
社
會
的
！

^

1

も
有
利
：な
る
：結
粜
：を
齎
す
も

0

で
ぁ
るS

じ 

て
ゐ
る
。
即
ち
層
主

^

取
つ.

て
«

勞
慟
费
用|

生
產

.

：费
|

の
.

_

少
を
、# :

_

#

に
取
つ
て
：は
高
き
貨
銀
の
支
狒 

ひ
を
可
能
に
し
、

更
.( :

第
.

一

1
.
1

者

た

る1

般
消
费
者
に
：對
し
て
は
安
價
な

'

る
貨
物
が
供
給
：せ
ち
れ
フ

W

费
者
の
利
益
一 

保

：議

せ

ら

，れ

.

る
。
再
び«

主
ど
勞
働#

-

の
間
に
：

«

密
な
る
，協
同
を
實
現
す
る
，

I

に
.

^

つ
て
科
學
的
管
理
法
は
.產 

業
の
，平
和
を
確
保
す

.

る.
。

. 

’ 

■ 

\

 

. 

:

ハ 

paylor, shop M
a
n
a
g
e
m
s
t
v

 P
,

で

，

r

2

oIbid 
ベ

 PP- “
5-7-

raylo

xpPrinciples, p- 
7
h
-

(

己
福
相
博
士
、
社
會
述
¥」

勞
銀
制
度
三
〇
四
页
、

(

i

科
擧
的
瞥
现
論
港
中
w
. 

L
‘ 

Gantt, H. Emerson

の
如
き
は
#
々
獨
，；

2

の
货
銀
形
態
.如
考
案
し
、Taylor
の
揚
合
1-
於
け
る
ょ
り 

も
タ
ス
グ
4»
党
成
し
得
ざ
る
努
働
港
に
對
し
て
ょ
り
有
利
な
る
考
傲
.を
属
ら
1:
.て
ゐ
る
が
、
典
|-
タ
ス
ク
：
の
決
站

{-
迤
く
货
銀
の
眺
'1 

じ
依
っ
て
勞
働
者
‘
刺
激
す
る
こ
ミ
は
同一

で
ぁ
っ
て
>
唯
だ
、Haylor

の
如
く
眺
.1
:
吹
薇
度
が
莊
し
く
な
い
0
而
し
て
H
l̂
o
M自 

ら
t
後
：1
比
彼
の
：叢
別
率
貨
銀
炉
勞
働
省
じ
取
：
っ
て
餘
り

|-
.苛
酷
仅
る4認
め
遂|"
之
れ
を
固
執
す
名
の
澈
な
か
り
し
も
の
の
如
く
で 

.

'
ゎ
る
。
 

•

■
H. L. Gantt, work,.. Wages and profits, 

2nd ed. . 1
9X

6, ch...v 

&
. 

VI.

H

‘ 

w

m

e

r
' w
d

'

T
w

e
l

v
e

 

P
r

i
n

c
i

p

 

一
 e

s
,

 

c
h
.
.
'
X
X
V
.
.
.

C
6

)

茲
！itt
私
の
議
論Li

役
立
っ
l
の
の
み
^
祺
げ
る
。
此
外
科
學
的
皆
现
法
の
拟
现
中
尙
ほ
苽
要
な
る
も
の
が
殘
さ
れ
ズ
ゐ
る
が
、
其
れ

は
宵
略
す
る
。
.
' 

:

'

.:
:

■

.

 

' 

.

.

.

广 as

v
:>-
'
p
y
o
r
,
. 

Principles. P
'

4
00
.

.OS)，
Gilbretlvprimer. ...of .scientific

. Management, 

V 50

-'

a

. „ 

'

從

來

科

學

馨

理

透

論

理
.

的

：に

も

亦

實

際

上

に

於

：
て

：も

：輝

々

«

る
方
面
か
も
批»

せ
.

^

 

即

ち

鎔

濟
. 

學
者
は
依
っ.

て
批
判
せ
ら
，れ
、
心
理
：學
者
或
は
義
理
學
者
：に
依
っ
て
批
評
せ
ら
れ
た
る
は
勿

_

、
勞
働
組
合
並
：に
勞 

働
者
铆
の
批
評
迄
反
對
く
は
最
も
痛
烈
に
，行
：は
れ
：，
後

.

に
述
ぷ'

る
が
如
ぐ
此
ば
今
日

®

.

s

t

l卷

a

四
.二)

.罄

盼

管

理

法

ミ

豪

鐘

學

:

第十
！！ 

I

三
五V



、s

+

:

s
 . 

r
m

r
5

癖
露
膂
理
f

速
勝
现
舉 

.

:
饿

十

號

.

5
;、

ハ̂

^

>て
#
ヵ
，
ら̂

名
影
1 5
%
及

^

で
ゐ
ー
各
P
是
發
:0
批
評
^
反
猶
芩
の
_
蘇

に

は

本

論
.
0自

的

は

從0
て

.&
難

學 

奥
國
0
^
1
心̂
理
學
#

-0
_
評
；.の
撒
略
'
^
;̂5
'

:^
®

^

。
：

_
學

的

管

理

、
法
^
對

，す

る'
&理
擧
者
の
批
誶
-&
純
領
論
的
方
而
ぜ
共
に
實
際
的
方
而
を
も
包
含
す
る
o
而
し
ャ
其 

の
理
論
的
批
評
の
#
:̂
>
il
l
要
な
る
も
の
は
か
の
時
間
硏
览
を
中
心v

し
て
な
••さ
れ
た
る
J
O
の
で
あ
つ
て
V

^
の
t
哪 

の
要
®
:は
、
科
學
.的
.管
理
法
の
.‘時
間
硏
究
：は
個
人
差
を
無
視
す
る
，も
の
で
あ
つ
て
、
心
理
學
的
に
は
許
す
.ベ
か
ら
：ざ 

る
誤
れ
る
方
法
‘に
®
く
も
の
で
あ
る
く
云
ふ
に
歸
す
る
。
即
ち
、

第
ラ
、
科
學
,

理
法
：の
時
問
硏
究
に
あ
つ
て
は
、
數
人
の
第！

級
の
勞
働
者
を
し
て
同
ブ
作
業
を
爲
さ
し
め
-

其
の
各
動
竹
に
就
し
.て
彼
^
の
，爲
す
諸
動
作
ホ
か
ち
. *

速

動

作

：を

杣

出

し

て

.一
つ
.の

最
善

方

法

を
合
成
す
る
o
.戸
然
、

1

人
の
1

作
过
瓦
に
浙
»

耶
し
て
|

つ

の

全

體

匕

し

，：て

の

敏

動

を

現

は

し

決

し

^-
其

れ

は

取

な

る

部

分

動

作

の

集

A
U

て
は
な
し
從
つ
て
ニ
.人
の
勞
働
者
が
爲
す
一
顧
の
1 |

作
«

先
づ
全
體
ど
し
て
硏
觉
せ
ら
れ
、
然
る
後
各
基
卞
汾
! ;

作
ヵ
猶
察
せ
ら
れ
、
间
W

を
#

定
さ
る
、べ
き
で
あ
ネ
。
而
し
て
若
し
數
人
の
勞
働
.者
が
あ
る
同
一
の
動
作
を
爲
す
に

耍
す
る
间
問
が
、
大
ゝ
い
^
興
つ
そ
！

な
も
ば
，特
別
0

注
意
を
以
て
.其
の
差
逯
0

原

因 

一
A
の
^

働
者
の
爲
す
諸
励
作
を
し
で
全
體
ビ
し
て
0
か
.に
滤
串
&

冬
も
の
た
.ら

し

む

：る

様

改

善

す

ベ

き

で

あ

つ

て

.、

&

A

の

動
作
を
代
入
す
る
こ
ど
は
許
さ
_

い
。
科
學
的
管
理
法
の
_
时
硏
究
が
.勞
働
者
0
爲
す
各
動
作
を
純
機
械
的
の
も 

の

な

办

ど

假

定

す

る

ー

は

課

-9
,
て
ゐ
4

0

(0

第
二
、
從
つ
て
斜
摩
的
管
理
.法
の
»

作
硏
究
が」

つ
の
最
善
な
る
作
業
方
法
の
確
立
を
自
的
ヒ
し
"
之
れ
に
崔
ぐ 

て
各
勞
身
者
‘
'.
^

し
r

‘同

の

方
.法
に
於
て
闾
一
作
業
，を
爲
す
こ
ビ
を
習
得
せ
し

め
、
且
.
'つ
是
れ
を
沏
待
す
る
け
て
^

も
d

其
れ
は
不
可
能
：？
ぁ
る
許
り
で
.な
く
却
つ
て
不
合
理
な
る
結
果
^

招
：來
す
るO

 :

蓋

し

涫

ゆ

る

人

間

の

活

»
{:
於 

、て

は

嘯
'々の

異

れ
1

,

1

.
が

存

し

て

思

气

產

業
l bQ

活

磡

は

於

て

も

此
0
:事

は

同1
で

ぁ

っ

て

、

ぁ

~
る

型

は
 

ぁ

凑

働

者

に
.適
し
他
の
型
は
德
の
'勞
働
者
(:

適
す
る
.
^
微
に
«

|

最
善
の
方
法
は
存
し
得
な
い
。
從
つ
て
同
1

11
: 

■事
に
從
離
す
|

て
の
勞
«

者
に
ニ
個
|

|

ー
る
動
作
の
型
富
。
2

北
f

し
む
る
や
も
計
ら
れ
- ^

、
澌
ぐ
て
其
の
本
來
の
目
的
を
實
現
し
難
：き
に
至
る
こ
ど
素
ょ
-

明
白
で
ぁ
る
。
卩 

馨
働
者
に
固
有
母
る
型
の
中
に
は
劣
惡
な
^
 

4
b 

.
0
.
* 

h
y
v
0
0
 ̂
6 

^
ビ

は
.否
定
し
f

、

從
‘っ
S

題
は
唯
一
最
善
の
方
法
の
發
見
で
は
な
く
是
等
I

f

る
動
作
.の
型
を
鑷
疋
し
是
れ
を
勞
働
者
に
敎

•へ
る
こ
ど
に
あ
る
。
f? 
• 

.

.

.

.

. 

-

.

.

.

.

.
第
-
1ー.
1
,
.禾
學
^

^

逛
推
の
'
{
—
に
於
て
は
間
出
硏
^

は

屢
-.
i

^

等
動
作
硏
^

を
渉
ふ
こV」

な
ぐ
し
て
行
は
^

、
又
®
 

,德
策
作
ど
- «
#

. 1

朴

ど

が

穷

恭
. *

も
傭
率
*

办
、.

且
最
も
疲
勞
少
き
も
の
で
於
る
^

の
^

^

に
.從
っ
て
#

fi
«

¥ F
^
:
l
y
J 

.動
靡
1

¥

は
勞
働
者
に
對
も
て
隹
：に
有
害
傳
る
結
粜
を
與
へ
，て
.ゐ
_
る
。
即
ち
最
近
0

心

理

學

：的

硏

究

の

：結

®

に

依

で

命

る̂

^

&
サ
&

れ
将
な
い
。
蓋
し
最
速
.
®
作
は
結
^

' «

も
太

な
る

疲
. #

を
#

ふ
も
の
た
る
や
も
如
れ
ず
，
從
つ 

:
0
i
S

ャ
^

'1

き
7

る
湖
作
ボ
^

抑
に
方
向
を
變
ず
^

; «

き
.動

作
--
'
1
ぅ

も

遥

か

に

減

勞

少

き

も

の

た

•.る

が

故

で

ぁ 

:.
^

>

.

.另
|

な

る

反

&

称

業

に. #
-.
^

嗓

慮

.せ

ら

る

ベ

き

最
：^:
:1
1
1
潔

な
.る

事

柄

：
.は
&

に
#

動
^
 

即

ち

適®
 

%,

6
^
3
^
合

す

る

磡#

«

壮

事

に

：對

す

石

意
.識
的
の：

注
意
#

纏

的

不

必

舉

の

も

謹

老

め

る

こ

ど

に

依

つ
t
 

.靈

，の

暴

猶
^

^

っ
て
又
疲
勞
を
弱
小
な
&

%

る

：
の
。
み

な

'ら
ず
、
次
其
れ
は
露
的
効
染
を
学
上
が
故」

修
 

!

1
十
€

 

:(1:姻
： 1

;0
.科
學
的
臂
规
f

 
■
.
心
顆
 

笫

卜

號

1
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顧
ニ
十
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c
i
s
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四)

科
學
的
管
理
法
^
屬
心
：理
事 

第

ヤ

號

【

三
へ 

.
,食
し
.て

容

易

且

，
つ

愉

快

5
ら
'1
.
め
る
.
.0
斯

く

.
て
 

ら
れ
た
る
後
ハ
時
||及
び
仕
^
の
*
^
に 

挪
し
：て
鼓
权
.る
且
：つ
：不
必
要
な
名
動
作
を
除
衰
し 

>
:殘
&
の
：諸
：動
怍
に
：不
都
合
な
る
影
響
を
與
ふ
る
.
2
な
き
様
留 

M

す
べ
：.き
：で
あ
る
o 

:間
題
.は
最
速
動
作
に
存
せ
ず
し
ズ
適
當
.の
速
度
を
し
て
勞
慟
考
に
!1
3
有
な
る
律
爾
.ト
|故 

め
る
.

)
j

ミ
が
必
.要
-:で
あ
办
、
適
當
0

^
 

最
'も
容
易
な
る
動
作
を
發
見
す
る
.に
あ
る
。
の

第
！r

科
學
的
管a

法
0

.

タ
ス
ク
の
決
定

^

於
け

.

る

檩

準

性

產: «

の
：數
字
的
確
定
の
利
益
は
素
ょ

6

明
，か
な
る‘

も
>

 

之
れ
に
對
し‘

て
菩
々
，は

作

業

曲

線

t
h

e

 

c
u

r
v

e

の.

形
態
に
：關
す
る
心
理
的
硏
焚
を
考
慮
す
る
必
要

& >

あ
‘る 

费

.

硏
究
i t
.

依
れ
：ば.

、
同

1

時
に
於
て
は
各
：勞
働
者

0

間
に>

又
同

1

.

人
の
，努
慟
者
：に

.

あ
つ
て
は
時^

從
：つ
て
一
定
時
限
內
に1H：

1

.生
産
額
.を
®
待
す
る
こ
V
J
M不
可
能
'.で
あ
る
。

即
ちj 

.人

.
0勞
働
者
に
就
い
；て
^
る
も 

其
の
生
；®
力
は
.一:

日
の
全
勞
働
時
擧
時
問
.を
：
異

に

す

る

に

，
從

：
つ

て

異

な

又

日

：
を

：異

に

し

て

0
々
の
：
生

產

カ
« 

大
小
し
V
JE
れ

月

‘
に

依
h
或
は
季
節
を
異
に
す
る
1に
：從
：つ
て
明
a
な
る
差
違
を
現
は
ず
0
從
つ
て——

若
し
標
準
生 

淹
額
に
し
て
固
持
せ
ら
る
> 
も
の
ビ
す
れ
ば
！

標
準
^

^
額
の
勞
働
：者
^
及
ぼ
す
影
響
を
顧
み
る
に
、
勞
働
者
は 

標
董
產
额
を
*

^
し
得
ん
が
爲
め
に
は
時
に
は
：異
常
に
熱
誡
に
饊
き
：又
.時
：に
«
綾
慢
，に
働
：ぐ
.
Vビ

を
必
要
e
す
る 

結
果
に
至
る
で
ぁ
6
:
5 

0 

£

又

科

.#
的
管
理
法
め
實
際
^
移
し
て
烛
の
_事
を
考
ふ
れ
：ば
、
_其
は
.勢
働
者
の
日
々
の
所 

.«
を
不
安
定
な
'&
し
め
、
箱
歸
勞
働
者
を
取
极
.ふ
：
に

不

公

疋

た

る

の

；
結

果

に

：
至
：
る
で
：あ

ら

ぅ

。
(5
)

第
五
、T

a
y
l
o
r

は
其
の
時
間
硏
究
の
綜
合
に
於
て
疲
勞
0
爲
め
に
必：

要
な
.气
又
避
く
.ベ
か
ら
ざ
る
遲
滯
の
爲
め 

に
斟
酌
せ
ら
る
、べ
き
：一
定
の
時
間
を
附
加
す
る
。
乍
然
、
：.如

何

に

：
し

：此
0
割
合
^
決
定
せ
ら
る
、
か
に
關
し
て
は
晚 

は
正
確
な
る
科
學
.的
論
據
を
示I

し
て
；は
居
な
い
し
、
_又
«
,實
斯
く
の
.如
含
.一
：
定

の

削

合

は

利

用

し

得

な

い

.。：

蓋

し
^
.

勞

に

取

つ

て

又

一

人
の〗

勞
働
者
に
‘あ
つ
て
も
.時

を

異

，
に

す

る

場

合

じ

は

、

嚴

格

に

.は
此
の
割
^
-
興̂
な
ら
3
ズ 

な
，
ら
：
ぬ
-か
6
で
あ
る
：。
即
ち
勞
働
者
の
受
く
る
疲
勞Q

程
度
は
fi
々
な
-る
®
素
に
.依
つ
て
左
右
せ
ら
れ
ゐ
♦か
'

t
fe
)
.
,
,

 

場

合

は

あ

：
つ
、
て

は

尙

ほ

*
の
，
割

合

は

勞

働

^
の
，
能..力
i

其
，
れ
：
は
.熟
練
の
释
度
、
年
齡
の
，差
、
作
業
外
境
の
影
.響
等
に 

侬
^
て
左
右
：せ
.ら
れ
名
-
—

に
：依
つ
て
興
な
ら
ね
ば
な
.ら
ぬ
。
加
之
,
此
.の
點
.に
關
し
てp. 

S. 

F
o
r
e
n
c
e

は
多 

敷
の
.實
徽
的
«
'察
の
愼
重
な
る
結
架
か
ら
刺
斷
し
て* T

a
y
l
o
r

の

斟
®
せ
る
割
合
は
.1
:ミ
全
く
不
充
分
の
も

f?
>
で
あ 

る
で
；#y

へ

る

^
述
，ベ
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
此
0
點
に
於
け
るH

a
y
l
o
r

の
方
法
：

g

多
少
專
斷
的
で
あ
り
非
科
學
的
で 

泠

る
；̂
^
を
免
れ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。%

又

前

述

の

如

：ぐ

彼

栻

截

運

搬

の

仕

馨

に

、
關

し

：
て

重

筋

肉

動

怍

に

就

.い
'
て

疲

勞
，
 

,の
；法

則

を#
げ
て
ゐ
.る
が

、

M
の
疋
確
な
る
數
字
が
如
何
.に
，
し
；て
|+
»
せ
6
れ
た
^

,

果
し
て

其
れ
は
科
學
的
ヤ
あ 

る
か
。
勿
®
彼
：は
科
寧
的
た
る
こ
ど
を
自
負
し
て
ゐ
る
。
乍
残
單
に
仕
事
の
難
興
の
：み
を
.考

慮

し

て

正

_

な
る
數
へ 

{
十

を

以

て

I,

般
的
法
則
を
樹
立
す
る
こ

ビ

は

不

可

能

.
で

あ

る
。
蓋
し
*
®
な
る
勞
働
者
に
あ
つ
て
は
四
十
六
封
度
の 

銑
L

だ
容
易
に
運
顧
i

る
け
れw

も

、

九

十

一

一

封

度

の

銑

鐡

を

運

撖

す

5
こ
<
は
全
然
木
可
能
な
る

*
合
が 

ぬ
る
か
&
で
あ
る
.
0S 

'

第
六
>^

y
l
o
r

及
びGHbretli

の
方
法
に
於
て
は
勞
働
者
：
>0
'生
齑
カ
增
大
の
結
果
©
何
割
如
|

例
へ
ばT

a
y
o
r

の
-
報

街

せ

る

自

轉

庳

球

の

檢

查

に

從

, ^

せ
.
_る
女
エ
0
»

合
^'

就
い
.て
.
見

れ
i

適
者
選
擇
.の
結
粜
ヤ
あ
る
か
、

又

其

の
. ®
割
.が
休
®
時
間
の
|1
合
^
結
果
で
ぁ

る

か

、

或
は
勞
働
.時
|!
]
]短
縮
が
«
難
'の
効
果
を
有
し
#
る

か
>

是

等

は
：居
漁
界
明
で
あ
る
。
<3
)

§

的
管
類
法
が
其
の
科
學
的
實
證
.に

於

て

如

何

に

用

意
'の
不
流
分
な
る
か
似
：て
推
瘵
ず 

V

令

で

，
あ

る

.々

第
.

1.1

屮1

卷

c
i

四
S)

'

潜
馨
理
法
S
讓
心
理
學 

第

十

鱗

n



.'s
f

l

f 

C

S

5
 科

學

嚙

f

處
學
：
，
.

0十

驗

.

1 

老

R. 

F

:

f
 

l
e

の
如
き
は
人
間
の
主
卿
的
狀
態
を
證
し
5

に
：緣
的
に
時
間
硏
究
に
农
つ
て 

人
猶
灌
漆
ポ
蘭
す名
嚴

.:
%

ぶ

を
村
ち
樹
ん
ビ
矛
る
こ
hビ
は
不
可
熊
で
あ
.ぅ
> 
自
つ
て
時
間
硏
究
に

f
 

タ
汝
ク
為f
定
：0
如
き
は
不
充
分
な
：る
を
免
机
す
ぞ
^
|私
て
や
る
が
、
c«
)
今
吾
：々
.は
.'
;HO

X
〖e

の
論
據
を
全
部
承
認 

し
卿
5

 
£

沖

も
-,
>

別
本
科
學
的
管
釋
法
の
時
；間
硏
證
理
論
的
は
は
.個
人
差
を
_

:«
^

其
切
^
學
■
«

诀
'0
可
能
な
る
所
に
耒
だ
充
分
な
：る
斜
學
的
根
據
を
與
へ
て
は
居
办
い
。，
從
つ
：て
科
擧
的
管
理
法
に 

#
て
!«
:
事

に

熟

達

せ

し

め

ん

が

爲

め

に

勞

働

者

を

等

し

ぐ

唯

一

最

善

の

方

法

に

從

つ

て

機

#

化

せ

ん

^
す
る

こ

ビ
は 

.吾
々
.
.の

.«
に
賛
_
し
得
.な
い

-r
で
.あ
る
。
蓋
し
其
れ
は
却
つ
て
勞
働
者
を
し
て
激
動
ど
過
勞
に
陷
ら
し
む
る
の
铨
微 

.
‘あ

义

‘趣
つ
て
沐
太
眞
に
勞
擊
を
合
理
化
し
得
ざ
る
こ
^
明
白
な
る
が
故
で
あ
る
。̂
斯̂
ぐ
て
科
學
的
管
理
法
の
硏
能 

方

潘

を

自

し

.
て
0

. 3. 

M
y

s

が
、
其
れ
は「

甚
し
く
經
驗
的
で
あ
り
或
：は
當
推
最
た：

る
一
に
過
ぎ
ず
、「

心
理
學
的 

■(
r

M
:»
し
，雛

：
き

誤

れ

名

方

法

」

で

あ

る

。{1
0
)
評̂
せ
.る
は
、「

傅
承
的
方
法
に
代
る
に
勞
«

#
の

作

業

の

'
各

耍

素

に

對
 

.す
名
科
學
>
を
省
*
せ
し
め
、
同
時
に
勞
働
者
に
對
しH

過

勞

を

，
免

れ

し

め

ん

W

の

1
^
!
0
1
,
の

意

圖

が

科

學

的

に
 

全
然
«
値

匁

.&
^

;0
'で
：.あ
る
こ
ビ
.を
.吾
々
.に
敎
べ
る
。

■
:

‘
. 

.
•
'•
'

•

S
t

速
せ
^
^
:他
管
理
法
の
下
に
於
け
る
努
働
者
選
擇
の
科
學
的
方
法
が
、
多
く
不
充
分
の
も
の
な
る
こ
^
は
睐
に
.私 

:0
.;|
»
麗

-:
'
1
>
'7
2
所
で
^
る
。
又
囊
的
管
理
.法
論
者
は
疲
勞
1
?
厲
に
も
大
な
る
注
意
.を
拂
つ
た
が
、
乍
^
、
不
幸
に
し 

て
猶
等
.は
此
の
.划
.題
に
_
し
て
も
亦
：吾
々
に
眞
の
科
學
的
確
信
を
與
へ
得
な
い
。
彼
等
は
来
だ
心
理
學
的
に
X
生
理 

學
&

^
科
學
.的
根
本
問
«
に

觸

れ

て

，
は

雇

な

い

。

.即

ち
.彼
.等

は

，
，
/-
1疲

勞

ど

は.何

ぞ

や

」

ヾ

」

云

ふ

問

題

に

就

.
い

て

可

物
 

:
:安
：飞
蔺
っ
；̂
.居
;]
:
,
.
.
4
。
又
«
勞
测
定
0
方
法
に
於
:-
1
:
‘
も
舰
廣
铽
軍
に
^
:識
的
判
斷
を
爲
す
に
過
ぎ
'中
;'
何
等
客
舰
的

访
• ^
• ^

は
; «
'定
に
依
.る
.所
な
：<

威
枓
ヌ
之
れ
に
對
し
て
.人
诎
活
動
の
^ ;

理
學
的
條
#
の
硏
究
を
行
つ
て
®
な
い
。
(1
1
)
_ 

«

く
の
如
ィ
，见
來
^

ヒ
き
.は

T
a
y
l
o
r

が
自
ら
科
學
な
ぅ
ビ

自
免
し
た
石
所
は
何
人
の
承
認
を
得
る
爲
め
に
4
0
0 

か
に
遠
^

た
茌
る
。：
乍
然
".

此
の
故
に
®

々
が
斜
學
的
管
理
‘法
0

為
f

:

全
然
沒
却
す
.る
：の
非
な
る
は
私
の
脒
に
述 

V

た
る
所
で
あ
り
，
菩

々

は
f
f
i
v
w
. 

D
r
u
r
y

 

g

ど
共
に
、•

假
令
、斜
％
的
管
理
法
；の
象
磷
で
あ
る
科
學
が
通
常
'の
才 

^

ビ
常
識
W

に
過
^j

な
い
も
の
で
あ
る
ど
す
る
^
、
此
の
‘常
識
を
し
て
顧
め
て
產
業
上
の
明
確
な
る0

2

的
に
廣
く
苞 

用
し
た
£

の
'も
の
が
濟
學
的
管
理
袪
で
あ
る
こ
ど
は
否
定
し
得
な
い
。

附
記
、
高
姐
敎
授
は
辟
つ
て
時
問
硏
究
若
し
く
は
動
作
研
究
め
紹
介
'を
試
み
ら
れ
た
一
文
|1
於
て
、
科
學
的
资
现
法
の
動
作
硏
究
卩
對
し
て
母 

さ
れ
得
る
個
人
差
^
無
視
す
す
安
ふ
心
现
擧
的
批
評
を
以
て
’
努
働
私
^
し
て
取
-調
ば
る
作
業
^
爲
さ
し
む
ミ
云
ふ
論
點
ミ
同一.

な
りVJ

凡
做
さ 

れ
、.此
の
枇
評
|̂
對
し
て「

合
现
化
さ
れ
れ
る
作
^
方
法
.，̂
.然
ら
ざ
る
1
の
.
の̂
逄
典
は
、
個
性
か
破
壊
す
る
方
法
€
個
他
^
歡
ir
i
す
る
方
法v

 

ー
；ム
ふ
が
如
さ
間
題

1
!あ
ら
ず
し
て
、
取
|-
ょ
さ
方
法
迖
恶
し
合
方
法
ミ
の
間
超
ミ
見
玉
る
乂」

-??
逑
<<
て
欣
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
®
人
差
の
沒
却 

W
I
A

ス
批
評、>J

作
梁
^
調
^w

は
®
，
^:
究
の
，批
評
.ミ
し
て
は
敎
授
の
如
く
简
堪
じ
同
一

'視
さ
る
べ
さ
间
M
で
は
な
い
。
私
は
本
節
|1
^
て
14
1
、

差
0
無
視
^
云
ふ
批
評
點
^
紹
介
し
た
が
>
敎
授
さ
同
様
9
見
解
に
到
達
す
る
こ
式
は
出
來
な
か
つ
r:
。(

商
學
硏
究
m
ニ
卷
第
三
號 

一
5
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I 
九
瓦
、
對
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■ 

■

al
に

科

學

的

管

理

法

の

實

施

せ

，
倉

、

處

勞

働

者

Iの
'受
け
る
取
扱
ひ
は
果
し
て
.萬
全
な
る
も
の
で
ぁ
る
かo 

H
a
Y
l
o
r

は
的
問
#
究
を
行
ふ
に
際
し
て
、
先
づ
策
一
級
‘の
勞
働
者
を
選
樺
し
、
彼
等
に
特
別
の
貨
銀
を
支
喻
す
る 

I

に
依
‘つ
て
彼
等
を
出
來
る
丈
け
努
力
せ
し
め
、
而
し
て
其
の
硏
究
を
完
成
す
る
。
乍
然
，
か
く
の
如
き
f

、ふ 

る
狀
|

下
に
勞
働
者
I

常
に
努
力
せ
し
め
て
得
た
る
時
間
硏
究
の
結
？

、
正

常

の

着

f

 

i

f
る〗

心
理
學
的
に
不
可
な
る
は
素
ょ
办
V
第
：

a

級
の
勞
働
考
0
み
に
，限
づ
1:
.
.平
均
勞
働
荞
ぞ
#!
1:
外

,'
:

-

VJJ.、

辱
ノ 

て
^

^
者
を
_
极
.ふ
に
公
^
な
る
方
法
な
-
^

」

是
認
#
ら
れ
褐
^̂ 

或
ft
：
又
貴
ぐ
ゼ
雛
せ
ら
i

と
る
？ 

如
ぐ
時
間
硏
究
考
が
®
密
にs

t
o
p
w
^
r
h

を

以

て

勞

働

者

の

動

作

：
を

測

定

す

る

が

如

ぎ

は

ド

假

令

、

是

認

し

.辱
る
一
り 

企

歸
1を

舍

む

纪

擎

も
.
'菩

々
«
其
§
方

法

：
の

拙

劣

な

毛

を

>4
逃
し
得
な
'い
で
あ
ら
.ぅ
^

科
學
的
管
理
法
.の
下
に
於
て
は
睐
述@

如
ぐ
勢
働
‘者
は
地
位
*
進

の

道

を

拓

か

れ

，
、

自

出

な

る

發

言

權

を

|
|

办

ら 

れ
"
作
槳
方
法
：に
|«
す
る
發
明
、
.考
案
奴
#
働
を
受
け
.、.

而

て

1

せ
る
作
業
狀
藤
は
於
て
蚀
事
に
® 
•
せ
し
め 

ら
る
タ
又
勞
働
者
は
其
の
辟
導
考
で
あ
り
監
督
荞
で
*
る
職
長
或
は
組
長
か
;̂

親
密
な
る
敎
導
さ
訓
練
ピ
を
受
K
 

而
し
て
一
般
に
公
牛
に
取
极
は
れ
、
屉
主
マ」

の
精
神
.的
協
同
^
期
待
せ
、ら
れ
^

^

乍
然
、
其
の
賃
銀
支
撕
方
 ̂

は
明
か
に
勞
儆
者
の
競
镇
本
能
を
刺
戟
し
て
、
其
办
生
產
カ
增
大
を
«
#'
す

，
る

。

勿

，論
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科
學
的
管
理
黎
本
來
生
產
增
進
に
依
る
生
產
費
の
減
少
並
に
賛
銀
の
增
大
を
企
圓
せ
る
こ
ビ
は
移
し
て
蠢
心

理
學
の
目
的
^
な

：
し

得

な

：

V
。

文
科
學
的
管
理
法
論
者
が
勞
働
者
に
對
しP

文
1

組
合
に
對
し
て
有
し
た
る
#
祖

な
る
.見
解
は
、
: #

に
英
國
(7
>
.
:座
業
心
.理

學

者

の

採

.ら

^

る
所
.で
あ
る
。
此
の
事
は
ヌ
|3

時
に
何
故
に
»
學
^
^
»
法

が

米

國

に

於

て

，發

達

：し

、

英

國

に

「

於

て

溶

れ

も

れ

ざ

る

か
に
就
.い
\て
，.の
：典
味
あ
.る
事
實
を
含
ん
で
B
る
o
即
ち
米
國

に
於
け
る
生
產
勞
働
の
：供
給
は
主
-
し
て
諸
外
國
の
移
民
に
依
づ
て
滿
さ
れ
、
然
か
も
彼
等
が
多
く
無
知
識
"
無
經

驗
の
不
熟
鍊
勞
働
者
ぞ
あ
り
し
こ
€
が
特
に
雇
主
を
ぃ
し
て
勞
働
能
率
の
問
題
に
甚
尤
の
考
慮
を
拂
ふ
に
至
ら
し
.め
た

第
一
の
原
因
で
あ
り
、
■科
學
的
管
理
法
が
先
づ
米
國
に
成
立
し
た
所
以
で
あ
ら
ぅ
。
然
か
も
是
等
の
勞
働
者
が
組
織

能
力
の
低
き
勞
働
大
衆
で
あ
ぅ
し
斟
が
科
學
的
管
理
法
を
發
達
せ
し
め
"
成
功
せ
し
め
.た
る
所
以
.で
あ
る
。

が
其
の
長
き
經
驗
の
期
間
未
だ
嘗
つ
て
ス
.ト
ラ
ィ
キ
の
苦
痛
を
な
め
た
る
こ
ミ
な
しV

云
'
へ
る
場
合
に
a ;
、
其
處
に

は
勞
働
紐
合
が
全
然
存
庇
.し
な
か
.つ
た
か
或
は
存
す
る
ど
も
其
の
勢
力
の
極
く
微
弱
な
る
處
で
あ
る
。
か
の
ベ
ス
レ

へ
ム
鋼
鐡
會
社
に
.は

.九

.一:
0年
の
初
期
に
は
勞
働
組
合
員
は
未
だ
一
人
も
存
し
な
か
つ
た
ど
云
は
れ
て
ゐ
.る

(1
)
斯

ぐ

の
如
き
事
情
が
木
幸
に
もH

a
y
l
o
r

の
勞
働
組
合
に
對
す
る
見
解
を
養
ひ
> 

其
の
：：偏
樹
な
る
硇
信
を
强
固
な
ら
し

め
た
こ
ビ
は
誠
に
，遺
_
で
あ

る

o
乍
然
、
睐
に
一
九
一
"
一：年
に
は
米
に
於
て
さ
へ
科
學
的
管
理
法
に
對
す
る
勞
働

組
合
の
反
對
を
免
る
に
至
つ
た
。
之
れ
に
對
し
て
勞
働
組
合
の
進
渉
著
し
く
勢
働
者
の
地
位
の
確
^
せ
ら
れ
て
居
る 

英
圃
の
‘產
業
に
科
學
的
管
理
法
の
米
國
的
方
法
'が
.其
の
.ま
、
廣
く
應
用
し
得
ら
.れ
な
い
こ
ど
は
一
般
に
認
め
ら
る

'V
:所で
忠名
英國

0
勞
^

^
は「

^
^
_
ー̂
云
&
將
た
_

學
的
^

^

^

^

:
ま
.ふ
名
稱
に
對
し
.̂
す
ら
甚
し
.き
.
 

疑
惑
の
念
を
有
し
^
:居
ft
。..斯 

英
國
の
產
業
心
理
學
#
も
亦
#
6:
.す
も
最
初
彼
等
0'
右

の

如

き

疑

念

を

以

て

，
迎

： 

へ
6
れ

ね
"(3
)
侶然

^
：::

英

國

の

產

業

ぬ

理

學

者

は

：勞

働

者

ミ

ぃ

共

(■
;
，
生
康
に
應
用
：せ
&
れ
な
る
科
學
M
入
間
を
支
配
す 

8
き
^
の
で
は
な
C
人
：間
の
從
俟
た
る
べ
き
：も
の
な
る
こ
^
を
是
認
す
る
。S

產
槳
心
理
學
は
雇
主
の
生
產
增
進
の
爲 

め

<
勞
働
者
の
疲
勞
を
減
少
.̂
、
.彼
等
の
努
カ
を
眞
に
：合
理
化
す
る
，」

客
を
目
的
ビ
す
る
も
の
：で
あ
つ
て
， 

科
學
£
管
理
法
资
は
其
の
根
本
的
立
場
に
於
て
全
然
相
.異
す
る
も
の
で
あ
：る
-:
0
::
'
.パ：

…

:
:

;'
私
似
在
に
科
學
的
籐
理
法
;̂
產
業
心
理
學
ぜ
(!
_
す
るJ

，.
D
f
e
r

の
見
解
を
引
用
す
る
で
*)
'
ら
.ぅ
0
':
:
.
'

.'
'
.■
-

1

^

®狻

か

：に
生
產
額
_

«
し

刹

潤

を

增

大

す

备

に

：あ

0

^
1̂
其
れ
は
餐
魏
の
1

地

か

.&
產
^
 

業
卫
の
：活
動
の
心
理
：學
的
現
象
を
硏
纯
ず
る
も
の
で
.
.あ
灸
。：：科
學
馨
理
法
が
！̂

か
.ら
勞
働
者
に
侬
ク
て
大
砍
な
：
 

0

§

以
で
注
目
せ
&
れ
た
0
は
當
然
で
あ
る
1
眞

に

邈

論

的

：
に

も

亦

實

際

’的
に
各
結
局
«
主
0
利
益
ビ
被
傭
者
?> 

刹
.益

ズ

.«

.
1致
す
：る
か
も
知
れ
な
い
が
、
' 又
事
實
被
^

f

は
雇
主
の
..直

接

，
の

利

益
0
爲
め
に
虐
使
せ
ら
れ
る
か
も
知 

れ
^
分
の
-は
眞
赛
あ
る
。
嵙
學
的
管
理
法
は
此
0
事
.

U

於
て
铽
醫
冷
淡
は
も
公
平
な>

c
v
s

自
認
す
る
に
過
.ぎ
な 

い
ャ
：然
々
に
：產
業
心
理
學
は
•
 

•，
嚴

格

に

公

平

無

私

で

f

o

其
れ
は
單
に
事
實
：に
關
係
す
る
に
.過
ぎ
な
い
o
而
し 

.て
其
の
、硏
究
^
其
0
結
*
.
.
?
は

屉

主

め

爲

め

：は

1
亦

醫

者
0
鶊

め
1'
$
も

等

し.く

投
*
0
.冬

の
.

^

(

然

か
^> 

產

，業

心

理

學

が

.硏
篼
す
る
殆
み
矿
總
てQ

：

過
程
に
.於
け
石
有
力
な
'る
動
作
者
は
勞
働
者
で
：あ
ぅ
，
而
し
て
作
業
其
れ 

S
體
の
包
食
す
る
，心
理
學
的
過
程
ミ
共
に
绔
働
者
0
見
解
を
1

せ
ざ
れ
ば
>
.事
實
を
9
¥

%

こ 

< が

不

可

能
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•■
|
>る
M
故
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へ

泰
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產
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理
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锻Q.

集
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を
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洵
に
科
學
的
管
理
钹
が
興
に
科
學
的
だ
る
こ
苳
を
喪
求
し
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其
の一

切
の
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®
の
解
決
に
對
し
て

先

づ
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的
硏
究
0
結
果
に
基
か
ん
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命
：？す
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る
限
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理
學
者
な
S
ざ
ヴ
U
へ
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o
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所
謂
科
學
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ず
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或
は
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：
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檢
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。
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述
べ
て
ゐ
る
、S

,

又
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菩
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憤
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述
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す
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知
れ
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應
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又
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双
.方
0
協
同
が
> 
最
良
な
る
f:

理
に
依
，つ
て
の

，み

得

ら

れ
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